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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ以上の周波数が利用される無線通信システムの基地局と通信する通信部と、
　イベントを設定し、設定した前記イベントの発生をトリガとして前記基地局が利用する
周波数を設定する設定部と、
　前記設定部による設定のための情報を取得する取得部と、
を備え、
　前記イベントは、前記無線通信システムよりも優先度が高い他の無線通信システムの保
護が十分ではないと判定されることである、通信制御装置。
【請求項２】
　前記通信制御装置は、前記基地局が利用する周波数を変更するか否かを判定する判定部
をさらに備える、請求項１に記載の通信制御装置。
【請求項３】
　前記判定部は、前記無線通信システムにおける通信環境を示す情報を用いて判定する、
請求項２に記載の通信制御装置。
【請求項４】
　前記判定部は、前記無線通信システムにおける通信環境を示す情報のうち、セル間干渉
の影響を示す情報を用いて判定する、請求項３に記載の通信制御装置。
【請求項５】
　前記イベントはさらに、前記無線通信システムに属する基地局が周波数の利用を開始又
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は停止することである、請求項１～４のいずれか一項に記載の通信制御装置。
【請求項６】
　前記イベントはさらに、予め設定された時間になることである、請求項１～５のいずれ
か一項に記載の通信制御装置。
【請求項７】
　前記イベントはさらに、前記無線通信システムに属する端末装置が基地局化することで
ある、請求項１～６のいずれか一項に記載の通信制御装置。
【請求項８】
　前記イベントはさらに、前記無線通信システムに属する端末装置によるメジャメント（
inter－frequency　measurement）に係るメジャメントレポートを取得することである、
請求項１～７のいずれか一項に記載の通信制御装置。
【請求項９】
　前記イベントはさらに、前記無線通信システムに含まれる１つ以上のセルから成るクラ
スタのエリア内にカバレッジホールが発生することである、請求項１～８のいずれか一項
に記載の通信制御装置。
【請求項１０】
　前記通信制御装置は、前記基地局が利用する周波数を変更することを示す情報を、当該
基地局と通信する端末装置へ通知する通知部をさらに備える、請求項１～９のいずれか一
項に記載の通信制御装置。
【請求項１１】
　前記通知部は、ＰＢＣＨ、ＰＵＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、又は専用の信号を用いて通知する
、請求項１０に記載の通信制御装置。
【請求項１２】
　前記設定部は、クラスタ化された複数の基地局又は移動型基地局として動作する端末装
置が利用する周波数を設定する、請求項１～１１のいずれか一項に記載の通信制御装置。
【請求項１３】
　１つ以上の周波数が利用される無線通信システムの基地局と通信制御装置により通信す
ることと、
　イベントを設定し、設定した前記イベントの発生をトリガとして前記基地局が利用する
周波数を設定することと、
を含み、
　前記イベントは、前記無線通信システムよりも優先度が高い他の無線通信システムの保
護が十分ではないと判定されることである、通信制御方法。
【請求項１４】
　１つ以上の周波数が利用される無線通信システムの基地局と通信することと、
　通信制御装置により設定されたイベントが発生したことをトリガとして、前記無線通信
システムの基地局が利用する周波数を設定するために用いられる情報を、前記通信制御装
置へ送信するようプロセッサにより制御することと、
を含み、
　前記イベントは、前記無線通信システムよりも優先度が高い他の無線通信システムの保
護が十分ではないと判定されることである、無線通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、通信制御装置、基地局、端末装置、通信制御方法及び無線通信方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　近年の無線通信環境は、データトラフィックの急激な増加という問題に直面している。
そこで、３ＧＰＰでは、マクロセル内にスモールセルを多数設置してネットワーク密度を
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高めることにより、トラフィックを分散させることが定義されている。このようにスモー
ルセルを活用する技術を、スモールセルエンハンスメントという。
【０００３】
　スモールセルは、マクロセルと別箇に又は重複して配置される、マクロセルよりも小さ
い様々な種類のセル（例えば、フェムトセル、ナノセル、ピコセル及びマイクロセルなど
）を含み得る概念である。ある例では、スモールセルは、専用の基地局によって運用され
る。別の例では、スモールセルは、マスタデバイスとなる端末がスモールセル基地局とし
て一時的に動作することにより運用される。いわゆるリレーノードもまた、スモールセル
基地局の一形態であると見なすことができる。
【０００４】
　データトラフィックの急激な増加に対応するには、セルをより密集させることが考えら
れるが、その場合はセル間干渉が増大し得る。スモールセルが導入される場合には、スモ
ールセル同士、マクロセル同士に加えて、スモールセルとマクロセルとの間でも干渉が生
じ得る。このような通信環境下では、ユーザ端末における通信スループット（以下、ユー
ザスループットとも称する）が干渉により低下し得るので、ユーザスループットの低下を
防止するための技術が求められる。このような技術の一例としては、１つの無線通信シス
テム内における複数の周波数帯の活用、又は動的な周波数制御を行う技術が有効となり得
る。
【０００５】
　例えば、下記特許文献１では、ＵＬ（ＵｐＬｉｎｋ）通信を第１のｅＮＢ（evolutiona
l　Node　B）上にある少なくとも１つのＵＬコンポーネントキャリアから第２のｅＮＢ上
にある新しいＵＬコンポーネントキャリアに切り替える単一方向ハンドオーバを行う技術
が開示されている。
【０００６】
　また、下記非特許文献１では、ＬＴＥ－Ａ　ＨｅｔＮｅｔ　ｄｅｐｌｏｙｍｅｎｔにお
いて、ＲＦユニットを複数有するピコセル又はＲＲＨ（Remote　Radio　Head）に対して
、コンポーネントキャリアの割り当てを行うためのアルゴリズムが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１４－３９２９５号公報
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】Hiroyuki　Seki，Takaharu　Kobayashi　and　Dai　Kimura，“Selecti
on　of　Component　Carriers　Using　Centralized　Baseband　Pooling　for　LTE－Ad
vanced　Heterogeneous　Networks”，IEICE　Transaction　on　Communications，Vol．
E96-B，No.6，JUNE　2013．
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかし、この技術分野では、さらなる性能向上が望まれている。そこで、本開示では、
より柔軟な周波数制御を行ってユーザスループットを向上させることが可能な、新規且つ
改良された通信制御装置、基地局、端末装置、通信制御方法及び無線通信方法を提案する
。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本開示によれば、１つ以上の周波数が利用される無線通信システムの基地局と通信する
通信部と、イベントを設定し、設定した前記イベントの発生をトリガとして前記基地局が
利用する周波数を設定する設定部と、前記設定部による設定のための情報を取得する取得
部と、を備える通信制御装置が提供される。
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【００１１】
　また、本開示によれば、１つ以上の周波数を利用して端末装置と無線通信を行う無線通
信部と、イベントを設定する通信制御装置と通信を行う通信部と、前記イベントの発生を
トリガとして、前記通信部を介して前記通信制御装置により設定された周波数を利用する
よう前記無線通信部を制御する制御部と、を備える基地局が提供される。
【００１２】
　また、本開示によれば、１つ以上の周波数が利用される無線通信システムの基地局と通
信する無線通信部と、通信制御装置により設定されたイベントが発生したことをトリガと
して、前記無線通信システムの基地局が利用する周波数を設定するために用いられる情報
を、前記無線通信部を介して前記通信制御装置へ送信するよう制御する制御部と、を備え
る端末装置が提供される。
【００１３】
　また、本開示によれば、１つ以上の周波数が利用される無線通信システムの基地局と通
信制御装置により通信することと、イベントを設定し、設定した前記イベントの発生をト
リガとして前記基地局が利用する周波数を設定することと、を含む通信制御方法が提供さ
れる。
【００１４】
　また、本開示によれば、１つ以上の周波数が利用される無線通信システムの基地局と通
信することと、通信制御装置により設定されたイベントが発生したことをトリガとして、
前記無線通信システムの基地局が利用する周波数を設定するために用いられる情報を、前
記通信制御装置へ送信するようプロセッサにより制御することと、を含む無線通信方法が
提供される。
【発明の効果】
【００１５】
　以上説明したように本開示によれば、より柔軟な周波数制御を行ってユーザスループッ
トを向上させることが可能である。
　なお、上記の効果は必ずしも限定的なものではなく、上記の効果とともに、または上記
の効果に代えて、本明細書に示されたいずれかの効果、または本明細書から把握され得る
他の効果が奏されてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本開示の一実施形態において想定されるシナリオを説明するための説明図である
。
【図２】本開示の一実施形態において想定されるシナリオを説明するための説明図である
。
【図３】本開示の一実施形態において想定されるシナリオを説明するための説明図である
。
【図４】本開示の一実施形態において想定されるシナリオを説明するための説明図である
。
【図５】本実施形態に係る無線通信システムの構成の一例を示す説明図である。
【図６】本実施形態に係る無線通信システムの構成の一例を示す説明図である。
【図７】本実施形態に係る無線通信システムの構成の一例を示す説明図である。
【図８】本実施形態に係る無線通信システムの構成の一例を示す説明図である。
【図９】本実施形態に係る無線通信システムの構成の一例を示す説明図である。
【図１０】本実施形態に係る無線通信システムの構成の一例を示す説明図である。
【図１１】本実施形態に係る無線通信システムの構成の一例を示す説明図である。
【図１２】本実施形態に係る無線通信システムの構成の一例を示す説明図である。
【図１３】本実施形態に係る無線通信システムの構成の一例を示す説明図である。
【図１４】本実施形態に係る基地局の論理的な構成の一例を示すブロック図である。
【図１５】本実施形態に係るユーザ端末の論理的な構成の一例を示すブロック図である。
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【図１６】本実施形態に係る周波数マネージャの論理的な構成の一例を示すブロック図で
ある。
【図１７】本実施形態に係る基地局における利用周波数の変更を説明するための説明図で
ある。
【図１８】本実施形態に係る基地局における利用周波数の変更を説明するための説明図で
ある。
【図１９】本実施形態に係る無線通信システムにおいて実行されるメジャメント情報取得
処理の流れの一例を示すシーケンス図である。
【図２０】本実施形態に係る無線通信システムにおいて実行されるメジャメント情報取得
処理の流れの一例を示すシーケンス図である。
【図２１】本実施形態に係る無線通信システムにおいて実行されるメジャメント情報取得
処理の流れの一例を示すシーケンス図である。
【図２２】本実施形態に係る無線通信システムにおいて実行されるメジャメント情報取得
処理の流れの一例を示すシーケンス図である。
【図２３】本実施形態に係る無線通信システムにおいて実行されるメジャメント情報取得
処理の流れの一例を示すシーケンス図である。
【図２４】本実施形態に係る無線通信システムにおいて実行されるメジャメント情報取得
処理の流れの一例を示すシーケンス図である。
【図２５】本実施形態に係る無線通信システムにおいて実行されるメジャメント情報取得
処理の流れの一例を示すシーケンス図である。
【図２６】本実施形態に係る無線通信システムにおいて実行されるメジャメント情報取得
処理の流れの一例を示すシーケンス図である。
【図２７】本実施形態に係る無線通信システムにおいて実行される周波数設定処理の流れ
の一例を示すシーケンス図である。
【図２８】本実施形態に係る無線通信システムにおいて実行される周波数設定処理の流れ
の一例を示すシーケンス図である。
【図２９】本実施形態に係る無線通信システムにおいて実行される周波数設定処理の流れ
の一例を示すシーケンス図である。
【図３０】サーバの概略的な構成の一例を示すブロック図である。
【図３１】ｅＮＢの概略的な構成の第１の例を示すブロック図である。
【図３２】ｅＮＢの概略的な構成の第２の例を示すブロック図である。
【図３３】スマートフォンの概略的な構成の一例を示すブロック図である。
【図３４】カーナビゲーション装置の概略的な構成の一例を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下に添付図面を参照しながら、本開示の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１８】
　また、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する要素を、同一の符
号の後に異なるアルファベットを付して区別する場合もある。例えば、実質的に同一の機
能構成を有する複数の要素を、必要に応じて基地局１００Ａ、１００Ｂ及び１００Ｃのよ
うに区別する。ただし、実質的に同一の機能構成を有する複数の要素の各々を特に区別す
る必要がない場合、同一符号のみを付する。例えば、基地局１００Ａ、１００Ｂ及び１０
０Ｃを特に区別する必要が無い場合には、単に基地局１００と称する。
【００１９】
　なお、説明は以下の順序で行うものとする。
　　１．はじめに
　　　１－１．概要
　　　１－２．シナリオ
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　　２．構成
　　　２－１．全体構成
　　　２－２．イベント
　　　２－３．シグナリング／メッセージ
　　　２－４．基地局の構成例
　　　２－５．ユーザ端末の構成例
　　　２－６．周波数マネージャの構成例
　　３．動作処理
　　　３－１．メジャメント情報取得処理
　　　３－２．周波数設定処理
　　４．応用例
　　５．まとめ
【００２０】
　＜１．はじめに＞
　［１－１．概要］
　本開示の一実施形態では、１つ以上の周波数が利用される無線通信ネットワークにおい
て、基地局が利用する周波数リソースを柔軟に調整可能な枠組みを提供する。本実施形態
に係る無線通信システムでは、基地局は、中心周波数が異なるキャリアを動的に切り替え
て利用する。本明細書では、説明を簡易に行うために、基地局は高周波数帯（Ｆ１）又は
低周波数帯（Ｆ２）の少なくともいずれかを利用するものとして説明する。さらには、マ
クロセル基地局はＦ１を使用し、スモールセル基地局はＦ１又はＦ２を利用するものとし
て説明する。実施の際には、基地局は、３以上の周波数を利用してもよい。また、基地局
は、他のシステムとの共存／周波数共用を行う帯域の周波数を利用してもよい。また、マ
クロセル基地局及びスモールセル基地局は、共にセクタ（セル）数を１とする。もちろん
、本技術はかかる例に限定されない。Ｆ１及びＦ２は、同一帯域に属するキャリアであっ
てもよいし、異なる帯域内に属するキャリアであってもよい。また、本明細書では、キャ
リアはＣＣ（Component　Carrier）であるものとして説明する。
【００２１】
　本実施形態に係る無線通信システム１では、基地局が利用する周波数リソースを調整す
る契機となるイベントを新たに定義して導入する。無線通信システム１は、このイベント
の発生を契機として周波数リソースの調整を行う。イベントは、基地局が設置される地理
環境や電波環境、無線通信技術の発達等に応じて、望ましい周波数制御処理を実現するよ
う任意に定義／更新されることが可能である。ここで、上記特許文献１及び上記非特許文
献１では、このイベントについては何ら言及されておらず、また、周波数リソースの調整
のための詳細な技術（例えば、シグナリングやプロトコル、後述するスモールセルクラス
タに関する技術）も開示されていない。
【００２２】
　他方、周波数リソース調整技術は、例えば、３ＧＰＰで規格化されたキャリアアグリゲ
ーション（ＣＡ）における、セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）のＡｃｔｉｖａｔｅ／Ｄｅａ
ｃｔｉｖａｔｅに相当すると考えられる。しかしながら、キャリアアグリゲーションにお
いては、セル間の干渉回避等によりセル間共存を図る枠組みについては提供されていない
。また、現在、無線ＬＡＮ（Local　Area　Network）と同一の帯域を活用するキャリアア
グリゲーションについて検討が行われている。ただし、当該帯域はアンライセンストバン
ドであるため、異なる事業者が有する基地局によって形成されるセル間で、干渉が発生し
得ると考えられる。さらに、無線ＬＡＮシステムが混在する場合、通信品質の確保が困難
であると考えられる。これらの事情によれば、周波数リソース調整技術の実施により、通
信品質を向上させることが望ましいと考えられる。また、欧州におけるＬＳＡ（Licensed
　Shared　Access）又は米国のＦｅｄｅｒａｌ　ＳＡＳ（Spectrum　Access　System）の
ような、周波数帯域の２次利用を行うシステム（Secondary　system）に関しても、同一
の優先度を有するシステム間の共存が実現され、周波数利用効率が向上することが望まし
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い。そこで、本実施形態では、基地局が利用する周波数リソースの調整が行われるシナリ
オ（後述するシナリオ３、１＋２ａ／２ｂ、及び３´）を想定し、当該シナリオにおける
周波数リソースの調整のための詳細な技術を提供する。
【００２３】
　以上、本実施形態に係る無線通信システムの概要について説明した。続いて、本実施形
態に係る無線通信システムにおいて想定されるシナリオを説明する。
【００２４】
　［１－２．シナリオ］
　まず、想定されるシナリオの一例として、図１～図４を参照して、３ＧＰＰのスモール
セルエンハンスメントで定義された、複数の周波数帯の活用を前提としたシナリオを説明
する。
【００２５】
　図１～図４は、本開示の一実施形態において想定されるシナリオを説明するための説明
図である。まず、図１～図４で示す無線通信システム１において共通する構成要素につい
て説明する。
【００２６】
　基地局１００Ａは、マクロセル１１を運用するマクロセル基地局である。マクロセル基
地局１００Ａは、マクロセル１１の内部に位置する１つ以上の端末装置（例えば、図１に
示す例ではユーザ端末２００Ａ）へ無線通信サービスを提供する。マクロセル１１は、例
えば、ＬＴＥ（Long　Term　Evolution）、ＬＴＥ－Ａ（LTE-Advanced）、ＧＳＭ（登録
商標）、ＵＭＴＳ、Ｗ－ＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２００、ＷｉＭＡＸ、ＷｉＭＡＸ２又はＩＥ
ＥＥ８０２．１６などの任意の無線通信方式に従って運用されてよい。
【００２７】
　基地局１００Ｂ、１００Ｃ及び１００Ｄは、それぞれスモールセル１０Ｂ、１０Ｃ及び
１０Ｄを運用するスモールセル基地局である。スモールセル基地局１００は、スモールセ
ル１２の内部に位置する１つ以上の端末装置（例えば、図１に示す例ではユーザ端末２０
０Ｂ）へ無線通信サービスを提供する。スモールセル基地局１００は、マクロセル基地局
１００との間でバックホールリンクを確立する。例えば、図１に示す例では、スモールセ
ル基地局１００Ｂは、マクロセル基地局１００Ａとの間でバックホールリンク１３Ａを確
立する。なお、このバックホールリンクは、有線であってもよいし無線であってもよい。
また、スモールセル基地局１００は、スモールセル１２内の１つ以上の端末装置との間で
アクセスリンクをそれぞれ確立する。スモールセル基地局１００は、固定的に設置されて
もよいし、移動可能な移動デバイスであってもよい。スモールセル基地局１００は、基地
局又は無線アクセスポイントとして動作可能なハードウェア又はソフトウェアが搭載され
た端末装置であってよい。この場合のスモールセル１２は、動的に形成される局所的なネ
ットワーク（Localized　Network）である。
【００２８】
　複数のスモールセル基地局は、スモールセルクラスタを形成し得る。例えば、図１に示
す例では、スモールセル基地局１００Ｂ、１００Ｃ及び１００Ｄは、スモールセルクラス
タ１４を形成している。スモールセルクラスタ内のスモールセル基地局１００は、マクロ
セル基地局１００との間で通信を行うためのバックホールリンクを確立する。例えば、図
１に示す例では、スモールセル基地局１００Ｂは、スモールセル基地局１００Ｃとの間で
バックホールリンク１３Ｂを確立して、マクロセル基地局１００Ａとスモールセル基地局
１００Ｃとの間で行われる通信を中継する。また、スモールセル基地局１００Ｃは、スモ
ールセル１００Ｄとの間でバックホールリンク１３Ｃを確立して、マクロセル基地局１０
０Ａとスモールセル基地局１００Ｄとの間で行われる通信を中継する。なお、スモールセ
ルクラスタ内で確立されるバックホールリンクは、有線であってもよいし無線であっても
よい。また、スモールセルクラスタ内のスモールセル基地局は、マクロセル基地局との間
でバックホールリンクをそれぞれ確立してもよい。
【００２９】
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　ユーザ端末２００は、基地局１００から提供される無線通信サービスを利用する端末装
置である。ユーザ端末２００は、例えばＬＴＥにおけるＵＥ（user　equipment）であっ
てもよい。ユーザ端末２００は、屋外に位置していてもよいし、屋内に位置していてもよ
い。なお、ユーザ端末２００に関しては、図２～図４での図示を省略している。
【００３０】
　以上、図１～図４で示す無線通信システム１において共通する構成要素について説明し
た。以下、各シナリオについて具体的に説明する。
【００３１】
　　（シナリオ１）
　図１は、本開示の一実施形態において想定されるシナリオ１を説明するための説明図で
ある。図１に示すように、本シナリオに係る無線通信システム１では、マクロセル１１に
スモールセル１２Ｂ、１２Ｃ及び１２Ｄがオーバーレイしている。また、本シナリオに係
る無線通信システム１では、マクロセル１１とスモールセル１２Ｂ、１２Ｃ及び１２Ｄは
同一周波数（Ｆ１）を利用する。また、本シナリオに係る無線通信システム１では、スモ
ールセル１２Ｂ、１２Ｃ及び１２Ｄは、屋外に配置される。
【００３２】
　　（シナリオ２ａ）
　図２は、本開示の一実施形態において想定されるシナリオ２ａを説明するための説明図
である。図２に示すように、本シナリオに係る無線通信システム１では、マクロセル１１
にスモールセル１２Ｂ、１２Ｃ及び１２Ｄがオーバーレイしている。また、本シナリオに
係る無線通信システム１では、マクロセル１１は低周波数帯（Ｆ１）を利用し、スモール
セル１２Ｂ、１２Ｃ及び１２Ｄは高周波数帯（Ｆ２）を利用する。また、本シナリオに係
る無線通信システム１では、スモールセル１２Ｂ、１２Ｃ及び１２Ｄは、屋外に配置され
る。
【００３３】
　　（シナリオ２ｂ）
　図３は、本開示の一実施形態において想定されるシナリオ２ｂを説明するための説明図
である。図３に示すように、本シナリオに係る無線通信システム１では、マクロセル１１
にスモールセル１２Ｂ、１２Ｃ及び１２Ｄがオーバーレイしている。また、本シナリオに
係る無線通信システム１では、マクロセル１１は低周波数帯（Ｆ１）を利用し、スモール
セル１２Ｂ、１２Ｃ及び１２Ｄは高周波数帯（Ｆ２）を利用する。また、本シナリオに係
る無線通信システム１では、スモールセル１２Ｂ、１２Ｃ及び１２Ｄは、屋内に配置され
る。
【００３４】
　　（シナリオ３）
　図４は、本開示の一実施形態において想定されるシナリオ３を説明するための説明図で
ある。図４に示すように、本シナリオに係る無線通信システム１では、マクロセル１１は
存在せず、スモールセル１２Ｂ、１２Ｃ及び１２Ｄが存在する。また、本シナリオに係る
無線通信システム１では、スモールセル１２Ｂ、１２Ｃ及び１２Ｄは、低周波数帯（Ｆ１
）又は高周波数帯（Ｆ２）を利用する。また、本シナリオに係る無線通信システム１では
、スモールセル１２Ｂ、１２Ｃ及び１２Ｄは、屋内に配置される。なお、本シナリオにつ
いては議論が特に進んでいない。
【００３５】
　以上、３ＧＰＰで定義されたスモールセルエンハンスメントの４つのシナリオを説明し
た。
【００３６】
　ここで、将来的にスモールセルの高密度化、及びスモールセルへのユーザトラフィック
のオフローディングが進んでいくと予測される。このため、スモールセル間の干渉が、ユ
ーザスループット等の特性に与える悪影響はより大きくなると考えられる。そこで、本実
施形態では、より柔軟な周波数リソースの調整を行ってこのような悪影響を低減するため
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に、以下の２つのシナリオをさらに考慮する。
【００３７】
　　（シナリオ１＋２ａ／２ｂ）
　本シナリオは、上述したシナリオ１に、シナリオ２ａ又は２ｂを組み合わせたシナリオ
である。具体的には、本シナリオに係る無線通信システム１では、マクロセル１１にスモ
ールセル１２がオーバーレイする。また、本シナリオに係る無線通信システム１では、マ
クロセル１１は低周波数帯（Ｆ１）を利用し、スモールセル１２は、利用する周波数帯を
、低周波数帯（Ｆ１）及び／又は高周波数帯（Ｆ２）に動的に切り替える。本シナリオに
係る無線通信システム１は、この動的な切り替えを制御するための周波数マネージャ（制
御エンティティ）を含む。なお、周波数マネージャは、スモールセル１２だけでなく、マ
クロセル１１が利用する周波数帯を動的に切り替えるための制御を行ってもよい。また、
本シナリオに係る無線通信システム１では、スモールセル１２は、屋内に配置されてもよ
いし、屋外に配置されてもよい。
【００３８】
　　（シナリオ３´）
　本シナリオは、上述したシナリオ３を、変化させたシナリオである。本シナリオに係る
無線通信システム１では、マクロセル１１は存在せず、スモールセル１２が存在する。ま
た、本シナリオに係る無線通信システム１では、スモールセル１２は、利用する周波数帯
を、低周波数帯（Ｆ１）及び／又は高周波数帯（Ｆ２）に動的に切り替える。本シナリオ
に係る無線通信システム１は、この動的な切り替えを制御するための周波数マネージャを
含む。また、本シナリオに係る無線通信システム１では、スモールセル１２は、屋内に配
置されてもよいし、屋外に配置されてもよい。
【００３９】
　以上、本実施形態で新たに考慮する２つのシナリオを説明した。なお、これら２つのシ
ナリオは、上述したスモールセルエンハンスメントの４つのシナリオを包含するシナリオ
である。
【００４０】
　＜２．構成＞
　［２－１．全体構成］
　図５～図１３を参照して、本実施形態に係る無線通信システム１の全体構成のバリエー
ションを説明する。
【００４１】
　図５は、本実施形態に係る無線通信システム１の構成の一例を示す説明図である。図５
に示す例では、無線通信システム１は、周波数マネージャ３００及び基地局１００を有す
る。基地局１００と周波数マネージャ３００とは、有線又は無線のインタフェースにより
接続され得る。なお、本構成例は、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´に適用すること
が可能である。
【００４２】
　周波数マネージャ３００は、基地局が利用する周波数リソースを柔軟に調整する機能を
有する通信制御装置である。周波数マネージャ３００は、論理エンティティとして実現さ
れてもよく、例えばマクロセル基地局又はスモールセル基地局等が有する機能の一部とし
て実現されてもよい。また、周波数マネージャ３００は、物理エンティティとして実現さ
れてもよく、例えばコアネットワークに接続されるサーバとして実現されてもよい。
【００４３】
　図６は、本実施形態に係る無線通信システム１の構成の一例を示す説明図である。図６
に示す例では、無線通信システム１は、周波数マネージャ３００、マクロセル基地局１０
０Ａ及びスモールセル基地局１００Ｂを有する。周波数マネージャ３００とマクロセル基
地局１００Ａ及びスモールセル基地局１００Ｂとは、有線又は無線のインタフェースによ
り接続され得る。なお、本構成例は、シナリオ１＋２ａ／２ｂに適用することが可能であ
る。
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【００４４】
　図７は、本実施形態に係る無線通信システム１の構成の一例を示す説明図である。図７
に示す例は、図６に示した例の、周波数マネージャ３００の機能をマクロセル基地局１０
０Ａが有する形態である。マクロセル基地局１００Ａは、マクロセル基地局として機能す
るための基地局装置１０１の他、論理エンティティとして実現された周波数マネージャ３
００の機能を有する。なお、本構成例は、シナリオ１＋２ａ／２ｂに適用することが可能
である。
【００４５】
　図８は、本実施形態に係る無線通信システム１の構成の一例を示す説明図である。図８
に示す例では、無線通信システム１は、周波数マネージャ３００、マスタ基地局１００Ａ
、及びスレーブ基地局１００Ｂ、１００Ｃ、・・・、１００Ｄを有する。ここで、マスタ
基地局とは、ひとつ以上のスレーブ基地局を制御する機能を有する基地局であり、スレー
ブ基地局はマスタ基地局による制御に基づいて動作する基地局である。マスタ基地局は、
例えばマクロセル基地局であってもよい。その場合、スレーブ基地局はスモールセル基地
局（ピコセル、又はマイクロセル等の基地局を含む）であってもよい。また、マスタ基地
局は、例えば、複数のスモールセル基地局から成るスモールセルクラスタのクラスタヘッ
ドとしての機能を有するスモールセル基地局であってもよい。その場合、スレーブ基地局
はスモールセルクラスタ内の他のスモールセル基地局であってもよい。周波数マネージャ
３００とマスタ基地局１００Ａ、及びマスタ基地局１００Ａとスレーブ基地局１００Ｂ、
１００Ｃ、・・・１００Ｄとは、有線又は無線のインタフェースにより接続され得る。な
お、本構成例は、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´に適用することが可能である。
【００４６】
　図９は、本実施形態に係る無線通信システム１の構成の一例を示す説明図である。図９
に示す例は、図８に示した例の、周波数マネージャ３００の機能をマスタ基地局１００Ａ
が有する形態である。図９に示すように、マスタ基地局１００Ａは、マスタ基地局として
機能するための基地局装置１０１の他、論理エンティティとして実現された周波数マネー
ジャ３００の機能を有する。なお、本構成例は、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´に
適用することが可能である。
【００４７】
　図１０は、本実施形態に係る無線通信システム１の構成の一例を示す説明図である。図
１０に示す例では、無線通信システム１は、周波数マネージャ３００、マクロセル基地局
１００Ａ、並びにスモールセルクラスタのクラスタヘッドのスモールセル基地局１００Ｂ
、及び当該スモールセルクラスタ内の他のスモールセル基地局１００Ｃ、１００Ｄ、・・
・、１００Ｅを有する。周波数マネージャ３００は、例えばスモールセルクラスタと隣接
又は重複するマクロセルとの間で周波数リソースの調整を行う。この場合、図１０に示す
ように、クラスタヘッドのスモールセル基地局１００Ｂが、代表して周波数マネージャ３
００と接続してもよい。周波数マネージャ３００とマクロセル基地局１００Ａ、周波数マ
ネージャ３００とクラスタヘッドのスモールセル基地局１００Ｂ、及びクラスタヘッドの
スモールセル基地局１００Ｂとスモールセルクラスタ内の他のスモールセル基地局１００
Ｃ、１００Ｄ、・・・１００Ｅとは、有線又は無線のインタフェースにより接続され得る
。なお、本構成例は、シナリオ１＋２ａ／２ｂに適用することが可能である。
【００４８】
　図１１は、本実施形態に係る無線通信システム１の構成の一例を示す説明図である。図
１１に示す例は、図１０に示した例の、周波数マネージャ３００の機能をクラスタヘッド
のスモールセル基地局１００Ｂが有する形態である。図１１に示すように、クラスタヘッ
ドのスモールセル基地局１００Ｂは、クラスタヘッドのスモールセル基地局として機能す
るための基地局装置１０１の他、論理エンティティとして実現された周波数マネージャ３
００の機能を有する。なお、本構成例は、シナリオ１＋２ａ／２ｂに適用することが可能
である。
【００４９】
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　図１２は、本実施形態に係る無線通信システム１の構成の一例を示す説明図である。図
１２に示す例では、無線通信システム１は、周波数マネージャ３００、マクロセル基地局
１００Ａ、及び移動型基地局１００Ｂを有する。移動型基地局１００Ｂは、例えばスモー
ルセル基地局として一時的に動作するユーザ端末２００である。移動型基地局１００Ｂは
、動的に移動し得る。移動型基地局１００Ｂは、いわゆるムービングセルであってもよく
、例えばバス又は電車等の移動体に設置されてもよい。この場合、周波数マネージャ３０
０は、移動型基地局１００Ｂの位置に応じて、ムービングセルと隣接又は重複するマクロ
セル又はスモールセル等との間で周波数リソースの調整を行う。周波数マネージャ３００
、マクロセル基地局１００Ａ、及び移動型基地局１００Ｂは、有線又は無線のインタフェ
ースにより接続され得る。なお、周波数マネージャ３００は、例えばマクロセル基地局１
００Ａを介して移動型基地局１００Ｂと接続されてもよい。他にも、周波数マネージャ３
００は、移動型基地局１００Ｂを介してマクロセル基地局１００Ａと接続されてもよい。
なお、本構成例は、シナリオ１＋２ａ／２ｂに適用することが可能である。
【００５０】
　図１３は、本実施形態に係る無線通信システム１の構成の一例を示す説明図である。図
１３に示す例では、無線通信システム１は、周波数マネージャ３００Ａ及び周波数マネー
ジャ３００Ｂを有する。複数の周波数マネージャ３００は、それぞれが制御対象とする基
地局１００の周波数リソースの調整を行うために、情報を交換してもよい。周波数マネー
ジャ３００Ａと周波数マネージャ３００Ｂとは、有線又は無線のインタフェースにより接
続され得る。なお、本構成例は、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´に適用することが
可能である。
【００５１】
　以上、本実施形態に係る無線通信システム１の全体構成のバリエーションを説明した。
【００５２】
　［２－２．イベント］
　続いて、イベントの具体例を説明する。これらのイベントは、後述する設定部３３５に
より設定される。以下では、周波数リソースの調整対象であるスモールセルを対象スモー
ルセルとも称し、それ以外のスモールセルを周辺スモールセルとも称する。また、周波数
リソースの調整対象であるスモールセルクラスタを対象スモールセルクラスタとも称し、
それ以外のスモールセルクラスタを周辺スモールセルクラスタとも称する。
【００５３】
　例えば、イベントは、予め設定された時間になることを含んでいてもよい。その一例と
して、下記のイベント１が定義され得る。
【００５４】
　　（イベント１：周波数メンテナンス時間到来）
　本イベントは、周波数メンテナンスの時間が到来することである。周波数メンテナンス
周期ＴF-maintenanceは、任意に設定され得る。ここで「周波数メンテナンス」には、定
期的な周波数ライセンス更新の再審査も含まれてよい。その場合、周波数メンテナンス周
期は、ライセンス期間で定義してもよい。本イベントは、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及
び３´において発生し得る。
【００５５】
　例えば、イベントは、無線通信システム１に属する基地局が周波数の利用を開始又は停
止することを含んでいてもよい。その一例として、下記のイベント２～５が定義され得る
。
【００５６】
　　（イベント２：周辺スモールセルがＯＮ→ＯＦＦ）
　本イベントは、周辺スモールセルがスリープモードに移行することである。本イベント
が定義されることで、対象スモールセルと周辺スモールセルとで利用する周波数が異なる
場合に、スリープモードへ移行した周辺スモールセルが利用していた周波数を、対象スモ
ールセルが利用することが可能となる。
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【００５７】
　　（イベント３Ａ－１：対象スモールセルがＯＦＦ→ＯＮ）
　本イベントは、対象スモールセルがスリープモードから復帰することである。対象スモ
ールセルがスリープモードへ移行した時と復帰する時とで、周波数利用状況、即ち周辺ス
モールセル又はマクロセルとの間で生じるセル間干渉の大きさが変化し得る。本イベント
が定義されることで、そのような周波数利用状況の変化に応じた適切な周波数リソースの
調整が実現される。
【００５８】
　　（イベント３Ａ－２：周辺スモールセルがＯＦＦ→ＯＮ）
　本イベントは、周辺スモールセルがスリープモードから復帰することである。周辺スモ
ールセルがスリープモードから復帰する場合、対象スモールセル内のユーザ端末２００に
対して、周辺スモールセルからの干渉が大きくなり得る。本イベントが定義されることで
、そのような周辺スモールセルからの干渉に応じた適切な周波数リソースの調整が実現さ
れる。
【００５９】
　　（イベント３Ｂ－１：対象スモールセルクラスタ内のスモールセルがＯＦＦ→ＯＮ）
　本イベントは、対象スモールセルクラスタ内の１つ以上のスモールセルがスリープモー
ドから復帰することである。対象スモールセルクラスタ内のスモールセルがスリープモー
ドから復帰する場合、クラスタ内でセル間干渉の状況が変化し得る。本イベントが定義さ
れることで、そのようなクラスタ内でのセル間干渉の状況の変化に応じた適切な周波数リ
ソースの調整が実現される。
【００６０】
　　（イベント３Ｂ－２：周辺スモールセルクラスタ内のスモールセルがＯＦＦ→ＯＮ）
　本イベントは、周辺スモールセルクラスタ内の１つ以上のスモールセルがスリープモー
ドから復帰することである。周辺スモールセルクラスタ内のスモールセルがスリープモー
ドから復帰する場合、クラスタ間干渉の状況が変化し得る。本イベントが定義されること
で、そのようなクラスタ間干渉の状況の変化に応じた適切な周波数リソースの調整が実現
される。
【００６１】
　　（イベント３Ｃ－１：対象スモールセルクラスタ内のスモールセルがＯＮ→ＯＦＦ）
　本イベントは、対象スモールセルクラスタ内の１つ以上のスモールセルがスリープモー
ドへ移行することである。対象スモールセルクラスタ内のスモールセルがスリープモード
に移行する場合、クラスタ内でセル間干渉の状況が変化し得る。本イベントが定義される
ことで、そのようなクラスタ内でのセル間干渉の状況の変化に応じた適切な周波数リソー
スの調整が実現される。
【００６２】
　　（イベント３Ｃ－２：周辺スモールセルクラスタ内のスモールセルがＯＮ→ＯＦＦ）
　本イベントは、周辺スモールセルクラスタ内の１つ以上のスモールセルがスリープモー
ドへ移行することである。周辺スモールセルクラスタ内のスモールセルがスリープモード
へ移行する場合、クラスタ間干渉の状況が変化し得る。本イベントが定義されることで、
そのようなクラスタ間干渉の状況の変化に応じた適切な周波数リソースの調整が実現され
る。
【００６３】
　なお、イベント２～イベント３Ｃ－２は、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´におい
て発生し得る。
【００６４】
　　（イベント４：ＵＥが対象スモールセルへハンドオーバ）
　本イベントは、マクロセル又は周辺スモールセルをサービングセルとしていたユーザ端
末２００が、対象スモールセルをハンドオーバ先として選定することである。ユーザ端末
２００が新たに対象セルへハンドオーバすることで、セル内又はセル間の干渉状況が変化
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し得る。本イベントが定義されることで、そのようなセル内又はセル間の干渉状況の変化
に応じた適切な周波数リソースの調整が実現される。なお、本イベントは、シナリオ３、
１＋２ａ／２ｂ及び３´において発生し得る。
【００６５】
　　（イベント５：周辺セルがＣＡのＳＣｅｌｌをActivate／Deactivate）
　本イベントは、周辺セルがＳｃｅｌｌをActivate又はDeactivateすることである。対象
スモールセル、周辺スモールセル又はマクロセルがＳＣｅｌｌをActivate又はDeactivate
する場合、セル内又はセル間の干渉状況が変化し得る。本イベントが定義されることで、
そのようなセル内又はセル間の干渉状況の変化に応じた適切な周波数リソースの調整が実
現される。なお、本イベントは、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´において発生し得
る。
【００６６】
　以上、基地局が周波数の利用を開始又は停止することに関するイベントの具体例を説明
した。他にも、イベントは多様に考えられる。以下、その一例を説明する。
【００６７】
　　（イベント６：端末装置が基地局化）
　本イベントは、無線通信システム１に属するユーザ端末２００が基地局化することであ
る。本イベントが定義されることで、ユーザ端末２００が基地局化して移動型基地局とし
て動作する際に、利用する周波数の初期設定を行うことが可能となる。なお、本イベント
は、シナリオ１＋２ａ／２ｂにおいて発生し得る。
【００６８】
　　（イベント７：周波数間測定に係るメジャメントレポート）
　本イベントは、無線通信システム１に属するユーザ端末２００による周波数間測定（メ
ジャメント：inter－frequency　measurement）に係るメジャメントレポート（Measureme
nt　report）を取得することである。本イベントが定義されることで、対象スモールセル
とは異なる周波数を利用する周辺スモールセル又はマクロセルからのユーザ端末２００へ
の影響に応じた適切な周波数リソースの調整が実現される。なお、本イベントは、シナリ
オ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´において発生し得る。
【００６９】
　　（イベント８：高優先度システムを保護する要請が発生）
　本イベントは、無線通信システム１よりも優先度が高い他の無線通信システムの保護が
十分ではないと判定されることである。例えば、米国Ｆｅｄｅｒａｌ　ＳＡＳにおいて優
先されるべき高優先度システム、例えば人工衛星又は連邦政府関連のユーザ（Federal　u
ser）が利用する周波数リソースと、同一周波数帯をスモールセルが利用するケースが考
えられる。このケースでは、高優先度システムの保護を実現するために、スモールセルが
利用する周波数の変更等が行われることが望ましい。本イベントが定義されることにより
、無線通信システム１よりも優先度が高い他の無線通信システムの保護を実現することが
できる。なお、高優先度システムになり得るシステムとしては、例えば、互いに無線通信
を行う無線通信システムの他、レーダシステムのような電波を利用するシステムが考えら
れる。本イベントは、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´において発生し得る。
【００７０】
　　（イベント９：カバレッジホールが発生）
　本イベントは、無線通信システム１に含まれる１つ以上のセルから成るクラスタのエリ
ア内にカバレッジホールが発生することである。スモールセルのＯＮ／ＯＦＦの状態、セ
ル間干渉の状態によっては、ユーザ端末２００が通信に失敗する又は通信品質が悪いエリ
アであるカバレッジホールが、クラスタエリア内に発生し得る。これは、マクロセルによ
り広範なエリアがカバーされている場合でも発生し得る。このようなカバレッジホールは
、クラスタ内のセルが利用する周波数が変更される場合に改善され得る。本イベントが定
義されることで、そのようなカバレッジホールを改善するための適切な周波数リソースの
調整が実現される。なお、本イベントは、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´において
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発生し得る。
【００７１】
　以上、イベントの具体例を説明した。続いて、イベントの発生を無線通信システム１内
で通知するためのシグナリング／メッセージについて説明する。
【００７２】
　［２－３．シグナリング／メッセージ］
　周波数マネージャ３００は、典型的には、基地局１００等からのシグナリング又はメッ
セージにより、イベントの発生を認識する。図１３に示した例では、周波数マネージャ３
００は、他の周波数マネージャ３００からのシグナリング又はメッセージにより、イベン
トの発生を認識する。シグナリング／メッセージは、図５～図１３を参照して上記説明し
た有線又は無線のインタフェースを介して通知される。以下、シグナリング／メッセージ
の具体的な内容について説明する。
【００７３】
　　（共通情報：Common　info）
　シグナリング／メッセージは、各イベントに共通する情報として、以下の情報を含み得
る。
　　・イベントタイプ
　　・対象となる基地局１００に関する情報
　ここで、イベントタイプとは、上述したイベント１～イベント９を識別するための識別
情報である。対象となる基地局１００に関する情報とは、例えば、セルＩＤ、セルタイプ
、モビリティ、位置情報、屋内／屋外を示す情報を含む情報である。
【００７４】
　続いて、各イベントに特有の情報を説明する。シグナリング／メッセージは、イベント
ごとに、以下の情報を含み得る。
【００７５】
　　（イベント１の場合）
　　・周波数メンテナンス時間到来通知
　本情報は、周波数メンテナンス時間が到来したか否かを示す情報である。本情報は、例
えば周波数マネージャ３００から基地局１００へ通知される。例えば、周波数マネージャ
３００は、周波数メンテナンス時間のための専用のタイマーを設け、タイマーが満了した
か否かを通知する。
【００７６】
　　（イベント２、３Ａ－１、３Ａ－２、３Ｃ－１、３Ｃ－２の場合）
　　・スリープモード移行通知
　　・スリープモードに移行する基地局識別子
　　・アクティブモード復帰通知
　　・アクティブモードに復帰する基地局識別子
　スリープモード移行通知とは、スリープモードに移行すること示す情報である。スリー
プモードに移行する基地局識別子とは、スリープモードに移行する基地局１００を識別す
るための識別情報である。アクティブモード復帰通知とは、スリープモードから復帰する
ことを示す情報である。アクティブモードに復帰する基地局識別子とは、スリープモード
から復帰する基地局１００を識別するための識別情報である。なお、本シグナリング／メ
ッセージは、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´において用いられ得る。
【００７７】
　　（イベント４の場合）
　　・ハンドオーバ実施通知
　　・ハンドオーバ対象ＵＥ識別子
　　・ハンドオーバ実施後のセル内のＡｃｔｉｖｅ　ＵＥ数
　　・ハンドオーバ先セルのＡｃｔｉｖｅ　ＵＥ数
　ハンドオーバ実施通知とは、ハンドオーバが実施されることを示す情報である。ハンド
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オーバ対象ＵＥ識別子とは、ハンドオーバの対象となるＵＥを識別するための識別情報で
ある。ハンドオーバ実施後のセル内のＡｃｔｉｖｅ　ＵＥ数とは、ハンドオーバ前のセル
における、ハンドオーバ実施後のＡｃｔｉｖｅ　ＵＥの数を示す情報である。ハンドオー
バ先セルのＡｃｔｉｖｅ　ＵＥ数とは、ハンドオーバ先のセルにおけるＡｃｔｉｖｅ　Ｕ
Ｅの数を示す情報である。なお、本シグナリング／メッセージは、シナリオ３、１＋２ａ
／２ｂ及び３´において用いられ得る。
【００７８】
　　（イベント５の場合）
　　・キャリアアグリゲーション実施通知
　　・Ａｃｔｉｖａｔｅ／ＤｅａｃｔｉｖａｔｅされたＣＣに係る情報
　キャリアアグリゲーション実施通知とは、キャリアアグリゲーションが実施されること
を示す情報である。Ａｃｔｉｖａｔｅ／ＤｅａｃｔｉｖａｔｅされたＣＣに係る情報とは
、Ａｃｔｉｖａｔｅ／ＤｅａｃｔｉｖａｔｅされたＣＣの周波数、帯域幅などを示す情報
である。なお、本シグナリング／メッセージは、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´に
おいて用いられ得る。
【００７９】
　　（イベント６の場合）
　　・基地局化プロセス実施通知
　　・移動型基地局となる端末装置に係る情報
　基地局化プロセス実施通知とは、ユーザ端末２００が基地局化するプロセスを実施する
ことを示す情報である。移動型基地局となるユーザ端末２００に係る情報とは、基地局化
して移動型基地局となるユーザ端末２００の位置及びデバイスクラス等を示す情報である
。なお、本シグナリング／メッセージは、シナリオ１＋２ａ／２ｂにおいて用いられ得る
。
【００８０】
　　（イベント７の場合）
　　・周波数間測定のメジャメントレポート
　本シグナリング／メッセージは、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´において用いら
れ得る。
【００８１】
　　（イベント８の場合）
　　・高優先度システムからの保護要求
　　・低優先度システムからのアラート
　高優先度システムからの保護要求とは、高優先度の無線通信システムを保護すべきこと
を示す情報である。例えば、高優先度の無線通信システムは、自身で被干渉レベルを察知
して、周波数マネージャ３００へ本情報を通知し得る。低優先度システムからのアラート
とは、高優先度の無線通信システムの保護が十分ではないことを示す情報である。例えば
、低優先度の無線通信システムは、高優先度の無線通信システムの保護が困難であること
を自身で判断して、周波数マネージャ３００へ本情報を通知し得る。なお、本シグナリン
グ／メッセージは、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´において用いられ得る。
【００８２】
　　（イベント９の場合）
　　・カバレッジホールエリア情報
　　・カバレッジホール周辺の基地局情報
　カバレッジホールエリア情報とは、カバレッジホールの位置、及び大きさ等を示す情報
である。カバレッジホール周辺の基地局情報とは、カバレッジホールの周辺に位置する基
地局１００に関する情報である。なお、本シグナリング／メッセージは、シナリオ３、１
＋２ａ／２ｂ及び３´において用いられ得る。
【００８３】
　以上、シグナリング／メッセージについて説明した。以下、無線通信システム１の各構
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成要素の構成例について説明する。
【００８４】
　［２－４．基地局の構成例］
　図１４は、本実施形態に係る基地局１００の論理的な構成の一例を示すブロック図であ
る。図１４に示すように、基地局１００は、無線通信部１１０、通信部１２０、記憶部１
３０、及び制御部１４０を有する。
【００８５】
　（１）無線通信部１１０
　無線通信部１１０は、他の無線通信装置との間でデータの送受信を行うための無線通信
モジュールである。本実施形態に係る無線通信部１１０は、１つ以上の周波数を利用して
ユーザ端末２００と無線通信を行う機能を有する。無線通信部１１０は、例えばＬＴＥ、
ＬＴＥ－Ａ、無線ＬＡＮ、Ｗｉ－Ｆｉ（Wireless　Fidelity、登録商標）、赤外線通信、
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）等の方式で、他の無線通信装置と直接、またはネットワ
ークアクセスポイント等を介して無線通信する。
【００８６】
　（２）通信部１２０
　通信部１２０は、有線／無線により他の情報処理装置との間でデータの送受信を行うた
めの通信モジュールである。本実施形態に係る通信部１２０は、周波数マネージャ３００
との間で通信を行う機能を有する。通信部１２０は、基地局１００における通信環境を示
す情報を、周波数マネージャ３００へ送信してもよい。例えば、通信部１２０は、周波数
マネージャ３００から受信したメジャメント情報要求に応じて、基地局１００におけるメ
ジャメント結果を示すメジャメント情報を返信する。また、通信部１２０は、ユーザ端末
２００における通信環境を示す情報を、周波数マネージャへ送信してもよい。例えば、通
信部１２０は、周波数マネージャ３００から受信したメジャメント情報要求に応じて、基
地局１００に接続している配下のユーザ端末２００からのメジャメントレポートを返信す
る。
【００８７】
　（３）記憶部１３０
　記憶部１３０は、所定の記録媒体に対してデータの記録再生を行う部位である。例えば
、記憶部１３０は、周波数マネージャ３００により利用するよう設定された、周波数を示
す情報を記憶してもよい。また、記憶部１３０は、基地局１００自身又は配下のユーザ端
末２００における通信環境を示す情報を記憶してもよい。また、記憶部１３０は、後述す
るメジャメントに係るパラメータを記憶し得る。
【００８８】
　（４）制御部１４０
　制御部１４０は、演算処理装置および制御装置として機能し、各種プログラムに従って
基地局１００内の動作全般を制御する。本実施形態に係る制御部１４０は、イベントの発
生をトリガとして、通信部１２０を介して周波数マネージャ３００により設定された周波
数を利用するよう無線通信部１１０を制御する機能を有する。
【００８９】
　また、制御部１４０は、通信環境を示す情報の取得処理を制御する機能を有する。例え
ば、制御部１４０は、基地局１００自身がメジャメントを行うよう制御したり、基地局１
００に接続している配下のユーザ端末２００からメジャメントレポートを収集したりする
。制御部１４０は、周波数マネージャ３００からのメジャメント情報要求に応じて、記憶
部１３０に記憶された通信環境を示す情報、又は新たに収集した通信環境を示す情報を周
波数マネージャ３００へ返信してもよい。
【００９０】
　基地局１００自身がメジャメントを行う場合、制御部１４０は、例えば下記のパラメー
タに従ってメジャメントを行う。
　　・ターゲット帯域の中心周波数
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　　・ターゲット帯域を使用している無線システムの種類、デバイスクラス等
　　・メジャメント帯域幅
　このパラメータは、記憶部１３０に記憶されていてもよいし、メジャメント情報要求に
含まれていてもよいし、他のシグナリング／メッセージにより通知されてもよい。
【００９１】
　ユーザ端末２００からメジャメントレポートを収集する場合、制御部１４０は、例えば
周波数マネージャ３００からのメジャメント情報要求をユーザ端末２００へ中継するよう
無線通信部１１０を制御する。
【００９２】
　また、制御部１４０は、イベントの発生を周波数マネージャ３００へ通知する機能を有
する。例えば、制御部１４０は、周波数マネージャ３００により設定されたイベントの発
生を監視する。そして、制御部１４０は、イベントが発生した場合に、上述したシグナリ
ング／メッセージを用いて、イベントの発生を周波数マネージャ３００へ通知する。
【００９３】
　［２－５．ユーザ端末の構成例］
　図１５は、本実施形態に係るユーザ端末２００の論理的な構成の一例を示すブロック図
である。図１５に示すように、ユーザ端末２００は、無線通信部２１０、記憶部２２０、
及び制御部２３０を有する。
【００９４】
　（１）無線通信部２１０
　無線通信部２１０は、他の無線通信装置との間でデータの送受信を行うための無線通信
モジュールである。本実施形態に係る無線通信部２１０は、１つ以上の周波数が利用され
る無線通信システム１の基地局１００と通信する機能を有する。無線通信部２１０は、例
えばＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、無線ＬＡＮ、Ｗｉ－Ｆｉ、赤外線通信、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ等
の方式で、基地局１００と直接、またはネットワークアクセスポイント等を介して無線通
信する。
【００９５】
　（２）記憶部２２０
　記憶部２２０は、所定の記録媒体に対してデータの記録再生を行う部位である。例えば
、記憶部２２０は、後述するメジャメントに係るパラメータを記憶し得る。
【００９６】
　（３）制御部２３０
　制御部２３０は、演算処理装置および制御装置として機能し、各種プログラムに従って
ユーザ端末２００内の動作全般を制御する。周波数マネージャ３００により設定されたイ
ベントが発生したことをトリガとして、無線通信システム１の基地局１００が利用する周
波数を設定するために用いられる情報を、無線通信部２１０を介して周波数マネージャ３
００へ送信するよう制御する機能を有する。例えば、制御部２３０は、基地局１００から
の制御に基づき、通信環境を示す情報を収集して、基地局１００を介して周波数マネージ
ャ３００へ送信する。
【００９７】
　具体的には、制御部２３０は、基地局１００を介して周波数マネージャ３００から受信
したメジャメント情報要求に応じて、メジャメントレポートを周波数マネージャ３００へ
返信する。メジャメントレポートは、例えばサービングセル（Serving　cell）又は隣接
セル（Neighbor　cell）に関する情報を含み得る。他にも、メジャメントレポートは、Ｒ
ＳＲＰ（Reference　Signal　Received　Power）、ＳＩＮＲ　（Signal　to　Interferen
ce　and　Noise　Ratio）、ＣＱＩ（Channel　Quality　Indicator）、ＲＳＲＱ（Refere
nce　Signal　Received　Quality）等を含んでもよい。
【００９８】
　制御部２３０は、例えば下記のパラメータに従ってメジャメントを行う。
　　・ターゲット帯域の中心周波数
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　　・ターゲット帯域を使用している無線システムの種類、デバイスクラス等
　　・メジャメント帯域幅
　　・メジャメントギャップ設定（Measurement　gap　configuration）
　このパラメータは、記憶部２２０に記憶されていてもよいし、メジャメント情報要求に
含まれていてもよいし、他のシグナリング／メッセージにより通知されてもよい。
【００９９】
　また、制御部２３０は、無線通信部２１０が通信する基地局１００において利用される
周波数が変更される場合に、変更に応じた処理を制御する機能を有する。例えば、制御部
２３０は、変更後の周波数により運用されるセルにハンドオーバするよう無線通信部２１
０を制御してもよい。また、制御部２３０は、他の基地局１００が運用するセルにハンド
オーバするよう無線通信部２１０を制御してもよい。
【０１００】
　また、制御部２３０は、ユーザ端末２００を基地局化する処理を制御してもよい。例え
ば、制御部２３０は、ユーザ指示により、又は基地局１００による制御に基づいて、基地
局化を行い得る。
【０１０１】
　［２－６．周波数マネージャの構成例］
　図１６は、本実施形態に係る周波数マネージャ３００の論理的な構成の一例を示すブロ
ック図である。図１６に示すように、周波数マネージャ３００は、通信部３１０、記憶部
３２０、及び制御部３３０を有する。
【０１０２】
　（１）通信部３１０
　通信部３１０は、有線／無線により他の情報処理装置との間でデータの送受信を行うた
めの通信モジュールである。本実施形態に係る通信部３１０は、１つ以上の周波数が利用
される無線通信システム１の基地局１００と通信する機能を有する。例えば、通信部３１
０は、後述する設定部３３５により設定された、利用すべき周波数を示す情報を含む制御
メッセージを、基地局１００へ送信する。以下では、この制御メッセージを、周波数設定
通知とも称する。通信部３１０は、基地局１００の他にも、基地局１００の配下のユーザ
端末２００、他の周波数マネージャ３００、又は他の無線通信システム１と通信を行って
もよい。
 
【０１０３】
　（２）記憶部３２０
　記憶部３２０は、所定の記録媒体に対してデータの記録再生を行う部位である。例えば
、記憶部３２０は、後述する取得部３３１により取得された各種情報を記憶する。
【０１０４】
　（３）制御部３３０
　制御部３３０は、演算処理装置および制御装置として機能し、各種プログラムに従って
周波数マネージャ３００内の動作全般を制御する。本実施形態に係る制御部３３０は、基
地局１００が利用する周波数リソースを柔軟に調整するための各種処理を行う。図１６に
示すように、制御部３３０は、取得部３３１、判定部３３３、設定部３３５、及び通知部
３３７として機能する。
【０１０５】
　（３－１）取得部３３１
　取得部３３１は、後述する設定部３３５による設定のための情報を取得する機能を有す
る。取得部３３１は、設定部３３５による設定のための情報を、基地局１００、ユーザ端
末２００、他の周波数マネージャ３００、又は他の無線通信システム１から、通信部３１
０を介して取得する。
【０１０６】
　例えば、取得部３３１は、設定部３３５による設定のための情報として、上述したイベ
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ントの発生を示すメッセージを取得する。
【０１０７】
　例えば、取得部３３１は、設定部３３５による設定のための情報として、無線通信シス
テム１に属する装置における通信環境を示す情報を受信する。この通信環境を示す情報は
、無線通信システム１に属する基地局１００によるメジャメント結果を示すメジャメント
情報であってもよい。例えば、取得部３３１は、メジャメント情報要求を対象の基地局１
００へ通知して、メジャメント情報を取得する。他にも、この通信環境を示す情報は、無
線通信システム１に属するユーザ端末２００によるメジャメント結果を示すメジャメント
レポートであってもよい。例えば、取得部３３１は、メジャメント情報要求を対象のユー
ザ端末２００へ直接的に、又は基地局１００を介して間接的に通知して、メジャメントレ
ポートを取得する。取得部３３１は、イベントの発生を示すメッセージの取得をトリガと
して、メジャメント情報要求を送信してもよい。
【０１０８】
　他にも、通信環境を示す情報は、スループットに関する情報であってもよい。スループ
ットに関する情報は、ユーザスループット、セルスループット、又はクラスタスループッ
ト（in-cluster　throughput）を示す情報を含み得る。他にも、スループットに関する情
報は、ＢＳＲ（Buffer　status　report）、ユーザスループットそのもの、データ受信（
Data　reception）にかかる時間を示す情報を含み得る。基地局１００又はネットワーク
側が、ＴＢ（Transport　block）サイズ又はＡＲＱ（Automatic　repeat－request）／Ｈ
ＡＲＱ（Hybrid　ARQ）の再送回数等からスループットを推定できる場合、周波数マネー
ジャ３００は、スループットに関する情報を補助的に用いてもよい。
【０１０９】
　（３－２）判定部３３３
　判定部３３３は、基地局１００が利用する周波数を変更するか否かを判定する機能を有
する。例えば、判定部３３３は、無線通信システム１における通信環境を示す情報を用い
て、周波数の変更要否を判定する。周波数の変更を要すると判定された場合、判定部３３
３は、周波数リソースの調整対象の基地局１００に割り当てる周波数を、通信環境を示す
情報を用いて決定する。他にも、判定部３３３は、周波数リソースの調整対象の基地局１
００に割り当てる周波数を、通信環境を示す情報を用いて決定し、利用中の周波数と異な
る場合に変更すると判定し、同一である場合に変更しないと判定してもよい。判定部３３
３は、無線通信システム１における通信環境を示す情報のうち、セル間干渉の影響を示す
情報を用いて判定してもよい。これにより、周波数マネージャ３００は、セル間干渉の影
響に応じた周波数リソースの制御を行うことが可能となり、カバレッジの向上及びキャパ
シティの向上を実現することができる。
【０１１０】
　以下、判定部３３３による判定処理に係るアルゴリズムの一例を説明する。
【０１１１】
　　（アルゴリズム例１）
　本アルゴリズム例は、判定部３３３が、通信環境を示す情報であるＲＳＲＰに基づいて
、周波数の変更要否を判定する例である。例えば、判定部３３３は、下記の数式１を用い
て対象スモールセル及び周辺セルのＲＳＲＰ［ｄＢｍ］を比較することにより、周波数の
変更要否を判定する。
【０１１２】
【数１】

【０１１３】
　なお、ＲＳＲＰＳｍａｌｌ（ｄＢｍ）は、対象スモールセルに関するＲＳＲＰである。
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また、ＲＳＲＰｎｅｉｇｈｂｏｒ（ｄＢｍ）は、周辺セルに関するＲＳＲＰであり、セル
間干渉の影響を示す情報に相当する。これらのＲＳＲＰは、例えば対象スモールセルの基
地局１００又は対象スモールセルに接続しているユーザ端末２００によりメジャメントさ
れ得る。また、γは、任意の閾値である。
【０１１４】
　例えば、判定部３３３は、上記数式１が成り立つ場合に、対象スモールセルの基地局１
００に、周辺セルと同一の周波数（Ｆ１）を割り当てる。一方で、判定部３３３は、上記
数式１が成り立たない場合に、対象スモールセルの基地局１００に、周辺セルと異なる周
波数（Ｆ２）を割り当てる。
【０１１５】
　また、周辺セルがマクロセルである場合、判定部３３３は、下記の数式２を用いて周波
数の変更要否を判定し得る。
【０１１６】
【数２】

【０１１７】
　なお、ＲＳＲＰＭａｃｒｏ（ｄＢｍ）は、マクロセルに関するＲＳＲＰであり、セル間
干渉の影響を示す情報に相当する
【０１１８】
　例えば、判定部３３３は、上記数式２が成り立つ場合に、対象スモールセルの基地局１
００に、マクロセルと同一の周波数（Ｆ１）を割り当てる。一方で、判定部３３３は、上
記数式２が成り立たない場合に、対象スモールセルの基地局１００に、マクロセルと異な
る周波数（Ｆ２）を割り当てる。
【０１１９】
　また、他のマクロセルからの干渉を考慮する場合、判定部３３３は、下記の数式３を用
いてもよい。

【数３】

【０１２０】
　また、既にマクロセルと同一周波数を用いている周辺スモールセルからの干渉も考慮す
る場合、判定部３３３は、下記の数式４を用いてもよい。
【０１２１】

【数４】

【０１２２】
　なお、ＲＳＲＰＯｔｈｅｒＳｍａｌｌ（ｄＢｍ）は、周辺スモールセルに関するＲＳＲ
Ｐであり、セル間干渉の影響を示す情報に相当する。なお、判定部３３３は、例えば、基
地局１００におけるメジャメント情報を用いて、セルエッジのユーザ端末２００における
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、周辺スモールセルに関するＲＳＲＰを推定してもよい。
【０１２３】
　また、判定部３３３は、上記数式２～４のＲＳＲＰＭａｃｒｏ（ｄＢｍ）を、高優先度
の無線通信システム１からの受信電力に置き換え、ＲＳＲＰＳｍａｌｌ（ｄＢｍ）を自シ
ステムのセルからの受信電力に置き換えてもよい。また、本アルゴリズムでは、判定部３
３３は、ＲＳＲＰにヒステリシスマージンのような値を付加して用いてもよい。その場合
、判定部３３３は、既存のメジャメントレポートを流用可能となる。なお、判定部３３３
は、本アルゴリズムを、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´において用いることが可能
である。
【０１２４】
　　（アルゴリズム例２）
　本アルゴリズム例は、判定部３３３が、通信環境を示す情報であるＲＳＲＱに基づいて
、周波数の変更要否を判定する例である。例えば、判定部３３３は、下記の数式５を用い
て対象スモールセルのＲＳＲＱ［ｄＢｍ］を周波数ごとに比較することにより、周波数の
変更要否を判定する。
【０１２５】
【数５】

【０１２６】
　なお、ＲＳＲＱＳｍａｌｌ，Ｆ１（ｄＢｍ）は、周波数Ｆ１に関するＲＳＲＱである。
また、ＲＳＲＱＳｍａｌｌ，Ｆ２（ｄＢｍ）は、周波数Ｆ２に関するＲＳＲＱである。こ
れらのＲＳＲＱは、例えば対象スモールセルの基地局１００又は対象スモールセルに接続
しているユーザ端末２００によりメジャメントされ得る。
【０１２７】
　例えば、判定部３３３は、上記数式５が成り立つ場合に、対象スモールセルの基地局１
００に、周波数（Ｆ１）を割り当てる。一方で、判定部３３３は、上記数式５が成り立た
ない場合に、対象スモールセルの基地局１００に、周波数（Ｆ２）を割り当てる。本アル
ゴリズムでは、判定部３３３は、ＲＳＲＱにヒステリシスマージンのような値を付加して
用いてもよい。その場合、判定部３３３は、既存のメジャメントレポートを流用可能とな
る。なお、判定部３３３は、本アルゴリズムを、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´に
おいて用いることが可能である。
【０１２８】
　　（アルゴリズム例３）
　本アルゴリズム例は、判定部３３３が、通信環境を示す情報である受信ＳＩＮＲ又はＣ
ＱＩに係るメトリックに基づいて、周波数の変更要否を判定する例である。通常、ＣＱＩ
は、ＢＬＥＲ（Block　Error　Rate）が１０％を達成する最大の値であり、ＳＩＮＲとＢ
ＬＥＲテーブルとを比較することで取得可能である。
【０１２９】
　図１７及び図１８は、本実施形態に係る基地局１００における利用周波数の変更を説明
するための説明図である。図１７及び図１８に示す例では、マクロセル基地局１００Ａ及
び１００Ｂは周波数Ｆ１を利用し、スモールセル基地局１００Ｄは周波数Ｆ２を利用する
。ユーザ端末２００は、スモールセル基地局１００Ｃが運用するスモールセルをサービン
グセルとし、スモールセル基地局１００Ｃは、図１７に示す例では周波数Ｆ２を利用し、
図１８に示す例では周波数Ｆ１を利用している。ここで、ユーザ端末２００におけるＦ１
及びＦ２に関するＳＩＮＲを、それぞれＳＩＮＲＦ１、ＳＩＮＲＦ２とする．またＣＱＩ
を、それぞれＣＱＩＦ１、ＣＱＩＦ２とする。このとき、ＳＩＮＲＦ１≠ＳＩＮＲＦ２、
ＣＱＩＦ１≠ＣＱＩＦ２となることは容易に想定される。
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【０１３０】
　図１７に示す例では、ユーザ端末２００は、サービングセルと周波数が異なるマクロセ
ルから、無い又は無視できる干渉を受ける一方で、サービングセルと周波数が同一である
スモールセルから干渉を受ける。サービングセルからの信号成分をＳＦ２とし、他のスモ
ールセルからの干渉成分をＩＦ２とし、ノイズ成分をＮＦ２とすると、ＳＩＮＲＦ２は、
ＳＦ２／（ＩＦ２＋ＮＦ２）となる。なお、干渉成分ＩＦ２は、セル間干渉の影響を示す
情報に相当する。
【０１３１】
　図１８に示す例では、ユーザ端末２００は、サービングセルと周波数が同一であるマク
ロセルから干渉を受ける一方で、サービングセルと周波数が異なる他のスモールセルから
、無い又は無視できる干渉を受ける。サービングセルからの信号成分をＳＦ１とし、マク
ロセルからの干渉成分をＩＦ１とし、ノイズ成分をＮＦ１とすると、ＳＩＮＲＦ１は、Ｓ

Ｆ１／（ＩＦ１＋ＮＦ１）となる。なお、干渉成分ＩＦ１は、セル間干渉の影響を示す情
報に相当する。
【０１３２】
　以下では、一例として、対象スモールセルが、図１７に示すように周波数Ｆ２を利用し
ている状態から、図１８に示すように周波数Ｆ１を利用する状態へ移行する場合を想定し
て説明を行う。
【０１３３】
　通常、ユーザ端末２００は、周波数の異なるセルのメジャメントのために、周波数間測
定をネットワーク側から指示される。なお、周波数の異なるセルとは、例えば図１７に示
す例ではマクロセルであり、また、サービングセルを運用する基地局１００Ｃが複数の周
波数（ＣＣ）を同時に運用可能である場合、サービングセルとは異なるスモールセルであ
る。周波数間測定の指示により、ユーザ端末２００は、図１７のような周波数の変更前の
状態であっても、図１８のような周波数の変更後の状態における、ＳＩＮＲ又はＣＱＩそ
のもの、又はこれらに相当するメトリックＳＩＮＲ´又はＣＱＩ´を推定することは可能
であると考えられる。なお、ＳＩＮＲ´はＲＳＲＱであってもよい。
【０１３４】
　そこで、判定部３３３は、例えばＣＱＩ´Ｆ１がＣＱＩ´Ｆ２よりも大きい場合、サー
ビングセルに周波数Ｆ１を割り当て、そうでない場合にサービングセルに周波数Ｆ２の割
り当てを継続する。なお、対象スモールセルが周波数Ｆ１を利用している状態から、周波
数Ｆ２を利用する状態へ移行する場合も同様である。
【０１３５】
　本アルゴリズムによれば、周波数マネージャ３００は、サービングセルが周波数を変更
する前に、変更後のメトリックを推定し、推定したメトリックを用いて周波数リソースの
調整を行う。このため、本アルゴリズムは、周波数変更後のメジャメントを要さないので
、周波数リソースの調整のための時間を削減することができる。
【０１３６】
　ＳＩＮＲ、ＣＱＩ、ＳＩＮＲ´及びＣＱＩ´等のメトリックは、例えば基地局１００、
クラスタヘッド、周波数マネージャ３００、又はユーザ端末２００により取得される。判
定部３３３は、取得されたメトリックから、例えばセル内で取得される最悪値を選択的に
利用してもよいし、平均値を利用してもよい。また、周波数マネージャ３００間で協調す
る場合、判定部３３３は、各周波数マネージャ３００が取得するメトリックの中で最悪値
となるものを利用してもよい。また、例えば保護すべきユーザ端末２００又はセルが存在
する場合、判定部３３３は、そのユーザ端末２００又はセルで取得されるメトリックの最
悪値を利用してもよい。また、判定部３３３は、各メトリックについて、位置（屋内／屋
外）に応じたオフセット値を加えてもよい。
【０１３７】
　本アルゴリズムは、上述したイベント７が発生した際に用いられてもよい。なお、判定
部３３３は、本アルゴリズムを、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´において用いるこ
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とが可能である。
【０１３８】
　　（アルゴリズム例４）
　本アルゴリズム例は、判定部３３３が、通信環境を示す情報であるスループットに基づ
いて、周波数の変更要否を判定する例である。例えば、判定部３３３は、セル間又はクラ
スタエリア内のスループットの公平性を実現するよう、各セルの周波数の変更要否を判定
する。具体的には、判定部３３３は、Proportional　fairness　user　schedulingの概念
を応用し、セルスループットからProportional　fairnessのメトリックを算出して、各セ
ルの周波数の変更要否を判定してもよい。他にも、例えば、低いスループットが集中する
エリアが存在する場合、判定部３３３は、当該エリア近辺のセルの周波数を変更すると判
定してもよい。これにより、周波数マネージャ３００は、カバレッジホールを塞ぐことが
可能である。なお、判定部３３３は、本アルゴリズムを、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及
び３´において用いることが可能である。
【０１３９】
　（３－３）設定部３３５
　設定部３３５は、上述したイベントを設定し、設定したイベントの発生をトリガとして
基地局１００が利用する周波数を設定する機能を有する。設定部３３５は、判定部３３３
により各基地局１００に割り当てられた周波数を設定するための周波数設定通知を、通信
部３１０を介して各基地局１００へ送信する。周波数設定通知には、例えば基地局１００
が利用すべきＣＣを示す情報が含まれ得る。設定部３３５が周波数を設定する対象は多様
に考えられる。例えば、設定部３３５は、マクロセル基地局、スモールセル基地局、クラ
スタ化された複数の基地局、又は移動型基地局として動作するユーザ端末２００が利用す
る周波数を設定し得る。これにより、設定部３３５は、各基地局１００に設定した周波数
を利用させることが可能である。他にも、設定部３３５は、キャリアアグリゲーションを
行う基地局１００に、指定したＣＣをＡｃｔｉｖａｔｅさせてもよい。
【０１４０】
　（３－５）通知部３３７
　通知部３３７は、基地局１００が利用する周波数を変更することを示す情報を、当該基
地局１００と通信するユーザ端末２００へ通知する機能を有する。例えば、通知部３３７
は、ＰＢＣＨ（Physical　Broadcast　Channel）、ＰＵＣＣＨ（Physical　Uplink　Cont
rol　Channel）、ＰＤＳＣＨ（Physical　Downlink　Shared　Channel）、又は専用の信
号を用いて通知し得る。
【０１４１】
　周波数を変更する基地局１００が運用するセルをサービングセルとするユーザ端末２０
０（サービング端末）が存在する場合がある。この場合、サービング端末は、基地局１０
０が利用する周波数を変更することを示す情報の通知を受けることで、他のセルへハンド
オーバする、又は変更後の周波数による運用されるセルへハンドオーバすることが可能と
なる。
【０１４２】
　他にも、通知部３３７は、基地局１００が利用する周波数を変更することを示す情報を
明示的に通知せず、単にハンドオーバするようサービング端末に通知してもよい。この場
合、通知部３３７は、ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎを再構成するために、制御信号及び
参照信号が変更後の周波数で送信されることをサービング端末へ通知し、サービング端末
にメジャメントさせてもよい。この場合、通知部３３７は、変更後の中心周波数、帯域幅
、制御信号及び参照信号のタイプ、及びタイミング同期に関する情報を通知し得る。
【０１４３】
　なお、通知部３３７は、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´において本通知を行い得
る。
【０１４４】
　＜３．動作処理＞
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　以下では、図１９～図２９を参照して、本実施形態に係る無線通信システム１の動作処
理例を説明する。
【０１４５】
　［３－１．メジャメント情報取得処理］
　以下では、図１９～図２６を参照して、周波数マネージャ３００がメジャメント情報を
取得する動作処理例を説明する。
【０１４６】
　　（処理例１）
　図１９は、本実施形態に係る無線通信システム１において実行されるメジャメント情報
取得処理の流れの一例を示すシーケンス図である。図１９に示すように、本シーケンスに
は、基地局１００及び周波数マネージャ３００が関与する。
【０１４７】
　まず、ステップＳ１０２で、周波数マネージャ３００は、基地局１００へメジャメント
情報要求を送信する。
【０１４８】
　次いで、ステップＳ１０４で、基地局１００は、メジャメントを行う。
【０１４９】
　次に、ステップＳ１０６で、基地局１００は、メジャメント結果を示すメジャメント情
報を、周波数マネージャ３００へ送信する。
【０１５０】
　なお、本シーケンスは、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´において実行され得る。
【０１５１】
　　（処理例２）
　図２０は、本実施形態に係る無線通信システム１において実行されるメジャメント情報
取得処理の流れの一例を示すシーケンス図である。図２０に示すように、本シーケンスに
は、クラスタ内のスモールセル基地局１００Ａ、クラスタヘッドのスモールセル基地局１
００Ｂ、及び周波数マネージャ３００が関与する。
【０１５２】
　まず、ステップＳ２０２で、周波数マネージャ３００は、クラスタヘッドのスモールセ
ル基地局１００Ｂへメジャメント情報要求を送信する。
【０１５３】
　次いで、ステップＳ２０４で、クラスタヘッドのスモールセル基地局１００Ｂは、上記
ステップＳ２０２で受信したメジャメント情報要求を、クラスタ内のスモールセル基地局
１００Ａへ送信する。
【０１５４】
　次に、ステップＳ２０６で、クラスタ内の基地局１００Ａは、メジャメントを行う。
【０１５５】
　次いで、ステップＳ２０８で、クラスタ内の基地局１００Ａは、メジャメント結果を示
すメジャメント情報を、クラスタヘッドのスモールセル基地局１００Ｂへ送信する。
【０１５６】
　次に、ステップＳ２１０で、クラスタヘッドのスモールセル基地局１００Ｂは、上記ス
テップＳ２０８で受信したメジャメント情報を、周波数マネージャ３００へ送信する。
【０１５７】
　なお、本シーケンスは、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´において実行され得る。
【０１５８】
　　（処理例３）
　図２１は、本実施形態に係る無線通信システム１において実行されるメジャメント情報
取得処理の流れの一例を示すシーケンス図である。図２１に示すように、本シーケンスに
は、移動型基地局１００Ａ、マクロセル基地局１００Ｂ、及び周波数マネージャ３００が
関与する。
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【０１５９】
　まず、ステップＳ３０２で、周波数マネージャ３００は、マクロセル基地局１００Ｂへ
メジャメント情報要求を送信する。
【０１６０】
　次いで、ステップＳ３０４で、マクロセル基地局１００Ｂは、上記ステップＳ３０２で
受信したメジャメント情報要求を、移動型基地局１００Ａへ送信する。
【０１６１】
　次に、ステップＳ３０６で、移動型基地局１００Ａは、メジャメントを行う。
【０１６２】
　次いで、ステップＳ３０８で、移動型基地局１００Ａは、メジャメント結果を示すメジ
ャメント情報を、マクロセル基地局１００Ｂへ送信する。
【０１６３】
　次に、ステップＳ３１０で、マクロセル基地局１００Ｂは、上記ステップＳ３０８で受
信したメジャメント情報を、周波数マネージャ３００へ送信する。
【０１６４】
　なお、本シーケンスは、シナリオ１＋２ａ／２ｂにおいて実行され得る。
【０１６５】
　　（処理例４）
　図２２は、本実施形態に係る無線通信システム１において実行されるメジャメント情報
取得処理の流れの一例を示すシーケンス図である。図２２に示すように、本シーケンスに
は、ユーザ端末２００、スモールセル基地局１００、及び周波数マネージャ３００が関与
する。
【０１６６】
　まず、ステップＳ４０２で、ユーザ端末２００は、定期的にメジャメントを行い、サー
ビングセルを運用するスモールセル基地局１００へメジャメントレポートを送信する。
【０１６７】
　次いで、ステップＳ４０４で、周波数マネージャ３００は、イベントの発生を認識する
。例えば、周波数マネージャ３００は、基地局１００、ユーザ端末２００、又は他の周波
数マネージャ３００等から、イベントが発生したことを示すメッセージを受信することに
より、イベントの発生を認識する。
【０１６８】
　次に、ステップＳ４０６で、周波数マネージャ３００は、スモールセル基地局１００へ
メジャメント情報要求を送信する。
【０１６９】
　次いで、ステップＳ４０８で、スモールセル基地局１００は、上記ステップＳ４０２で
定期的に収集したメジャメントレポートを、周波数マネージャ３００へ送信する。
【０１７０】
　なお、本シーケンスは、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´において実行され得る。
【０１７１】
　　（処理例５）
　図２３は、本実施形態に係る無線通信システム１において実行されるメジャメント情報
取得処理の流れの一例を示すシーケンス図である。図２３に示すように、本シーケンスに
は、ユーザ端末２００、スモールセル基地局１００、及び周波数マネージャ３００が関与
する。
【０１７２】
　まず、ステップＳ５０２で、周波数マネージャ３００は、イベントの発生を認識する。
【０１７３】
　次いで、ステップＳ５０４で、周波数マネージャ３００は、スモールセル基地局１００
へメジャメント情報要求を送信する。
【０１７４】
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　次に、ステップＳ５０６で、スモールセル基地局１００は、上記ステップＳ５０４で受
信したメジャメント情報要求を、サービング端末であるユーザ端末２００へ送信する。
【０１７５】
　次いで、ステップＳ５０８で、ユーザ端末２００は、メジャメントを行う。
【０１７６】
　次に、ステップＳ５１０で、ユーザ端末２００は、メジャメントレポートを、スモール
セル基地局１００へ送信する。
【０１７７】
　次いで、ステップＳ５１２で、スモールセル基地局１００は、上記ステップＳ５１０で
受信したメジャメントレポートを、周波数マネージャ３００へ送信する。
【０１７８】
　なお、本シーケンスは、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´において実行され得る。
【０１７９】
　　（処理例６）
　図２４は、本実施形態に係る無線通信システム１において実行されるメジャメント情報
取得処理の流れの一例を示すシーケンス図である。図２４に示すように、本シーケンスに
は、ユーザ端末２００、クラスタ内のスモールセル基地局１００Ａ～１００Ｂ、クラスタ
ヘッドのスモールセル基地局１００Ｃ、及び周波数マネージャ３００が関与する。
【０１８０】
　まず、ステップＳ６０２で、周波数マネージャ３００は、イベントの発生を認識する。
【０１８１】
　次いで、ステップＳ６０４で、周波数マネージャ３００は、クラスタヘッドのスモール
セル基地局１００Ｃへメジャメント情報要求を送信する。
【０１８２】
　次に、ステップＳ６０６で、クラスタヘッドのスモールセル基地局１００Ｃは、クラス
タ内のスモールセル基地局１００のうち、メジャメント情報要求を送信するスモールセル
基地局１００を選定する。
【０１８３】
　次いで、ステップＳ６０８で、クラスタヘッドのスモールセル基地局１００Ｃは、上記
ステップＳ６０６で選定されたクラスタ内のスモールセル基地局１００へメジャメント情
報要求を送信する。
【０１８４】
　次に、ステップＳ６１０で、上記ステップＳ６０６で選定されたスモールセル基地局は
、上記ステップＳ６０８で受信したメジャメント情報要求を、サービング端末であるユー
ザ端末２００へ送信する。
【０１８５】
　そして、ステップＳ６１２で、メジャメント情報要求を受信したユーザ端末２００は、
メジャメントを行う。
【０１８６】
　次いで、ステップＳ６１４で、メジャメントレポートのフィードバックが行われる。具
体的には、上記ステップＳ６１２でメジャメントを行ったユーザ端末２００は、メジャメ
ントレポートを、スモールセル基地局１００を介してクラスタヘッドのスモールセル基地
局１００Ｃへ送信する。
【０１８７】
　次に、ステップＳ６１６で、クラスタヘッドのスモールセル基地局１００Ｃは、上記ス
テップＳ６１４でフィードバックされたメジャメントレポートの選定を行う。例えば、ク
ラスタヘッドのスモールセル基地局１００Ｃは、周波数リソースの調整が不要なセルに関
するメジャメントレポートを選外とする。
【０１８８】
　次いで、ステップＳ６１８で、クラスタヘッドのスモールセル基地局１００Ｃは、上記
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ステップＳ６１６で選定したメジャメントレポートを、周波数マネージャ３００へ送信す
る。
【０１８９】
　なお、本シーケンスは、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´において実行され得る。
【０１９０】
　　（処理例７）
　図２５は、本実施形態に係る無線通信システム１において実行されるメジャメント情報
取得処理の流れの一例を示すシーケンス図である。図２５に示すように、本シーケンスに
は、ユーザ端末２００、クラスタ内のスモールセル基地局１００Ａ～１００Ｂ、クラスタ
ヘッドのスモールセル基地局１００Ｃ、及び周波数マネージャ３００が関与する。
【０１９１】
　まず、ステップＳ７０２で、ユーザ端末２００は、定期的にメジャメントを行い、スモ
ールセル基地局１００へメジャメントレポートを送信する。
【０１９２】
　次いで、ステップＳ７０４で、周波数マネージャ３００は、イベントの発生を認識する
。
【０１９３】
　次に、ステップＳ７０６で、周波数マネージャ３００は、クラスタヘッドのスモールセ
ル基地局１００Ｃへメジャメント情報要求を送信する。
【０１９４】
　次いで、ステップＳ７０８で、クラスタヘッドのスモールセル基地局１００Ｃは、クラ
スタ内のスモールセル基地局１００のうち、メジャメント情報要求を送信するスモールセ
ル基地局１００を選定する。
【０１９５】
　次に、ステップＳ７１０で、クラスタヘッドのスモールセル基地局１００Ｃは、上記ス
テップＳ７０８で選定されたクラスタ内のスモールセル基地局１００へメジャメント情報
要求を送信する。
【０１９６】
　次いで、ステップＳ７１２で、メジャメントレポートのフィードバックが行われる。具
体的には、上記ステップＳ７１０でメジャメント情報要求を受信したスモールセル基地局
１００は、上記ステップＳ７０２で定期的に収集したメジャメントレポートを、クラスタ
ヘッドのスモールセル基地局１００Ｃへ送信する。
【０１９７】
　次に、ステップＳ７１４で、クラスタヘッドのスモールセル基地局１００Ｃは、上記ス
テップＳ７１２でフィードバックされたメジャメントレポートの選定を行う。
【０１９８】
　次いで、ステップＳ７１６で、クラスタヘッドのスモールセル基地局１００Ｃは、上記
ステップＳ７１４で選定したメジャメントレポートを、周波数マネージャ３００へ送信す
る。
【０１９９】
　なお、本シーケンスは、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´において実行され得る。
【０２００】
　　（処理例８）
　図２６は、本実施形態に係る無線通信システム１において実行されるメジャメント情報
取得処理の流れの一例を示すシーケンス図である。図２６に示すように、本シーケンスに
は、ユーザ端末２００Ａ～２００Ｂ、マクロセル基地局１００、及び周波数マネージャ３
００が関与する。
【０２０１】
　まず、ステップＳ８０２で、周波数マネージャ３００は、イベントの発生を認識する。
【０２０２】
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　次に、ステップＳ８０４で、周波数マネージャ３００は、マクロセル基地局１００へメ
ジャメント情報要求を送信する。
【０２０３】
　次いで、ステップＳ８０６で、マクロセル基地局１００は、上記ステップＳ８０４で受
信したメジャメント情報要求を、サービング端末であるユーザ端末２００Ａ～２００Ｂへ
送信する。
【０２０４】
　次に、ステップＳ８０８で、メジャメントレポートのフィードバックが行われる。具体
的には、上記ステップＳ８０６でメジャメント情報要求を受信したユーザ端末２００Ａ～
２００Ｂは、メジャメントを行い、メジャメントレポートをマクロセル基地局１００へ送
信する。
【０２０５】
　次いで、ステップＳ８１０で、マクロセル基地局１００は、上記ステップＳ８０８でフ
ィードバックされたメジャメントレポートの選定を行う。
【０２０６】
　次に、ステップＳ８１２で、マクロセル基地局１００は、上記ステップＳ８１０で選定
したメジャメントレポートを、周波数マネージャ３００へ送信する。
【０２０７】
　なお、本シーケンスは、シナリオ１＋２ａ／２ｂにおいて実行され得る。
【０２０８】
　ここで、周波数マネージャ３００は、スループットに関する情報を、上記図２３、図２
４、図２６と同様の動作処理により取得してもよい。
 
【０２０９】
　［３－２．周波数設定処理］
　以下では、図２７～図２９を参照して、周波数マネージャ３００が基地局１００で利用
される周波数を設定する動作処理例を説明する。
【０２１０】
　　（処理例１）
　図２７は、本実施形態に係る無線通信システム１において実行される周波数設定処理の
流れの一例を示すシーケンス図である。図２７に示すように、本シーケンスには、基地局
１００、及び周波数マネージャ３００が関与する。
【０２１１】
　まず、ステップＳ９０２で、周波数マネージャ３００は、イベントの発生を認識する。
【０２１２】
　次いで、ステップＳ９０４で、周波数マネージャ３００は、メジャメント情報取得処理
を行う。メジャメント情報取得処理については、図１９～図２６を参照して上記説明した
通りである。
【０２１３】
　次に、ステップＳ９０６で、周波数マネージャ３００は、基地局１００において利用す
べき周波数リソースの決定を行う。例えば、周波数マネージャ３００は、上記ステップＳ
９０４で取得したメジャメント情報に基づいて、上記説明したアルゴリズム例１～４のい
ずれかを用いて周波数の変更要否を判定し、基地局１００に割り当てる周波数を決定する
。
【０２１４】
　次いで、ステップＳ９０８で、周波数マネージャ３００は、基地局１００に割り当てる
周波数を示す情報を含む周波数設定通知を、基地局１００へ送信する。
【０２１５】
　そして、ステップＳ９１０で、基地局１００は、上記ステップＳ９０８で受信した周波
数設定通知で指定された周波数を、利用する周波数として設定する。
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【０２１６】
　なお、本シーケンスは、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´において実行され得る。
【０２１７】
　　（処理例２）
　図２８は、本実施形態に係る無線通信システム１において実行される周波数設定処理の
流れの一例を示すシーケンス図である。図２８に示すように、本シーケンスには、クラス
タ内のスモールセル基地局１００Ａ、クラスタヘッドのスモールセル基地局１００Ｂ、及
び周波数マネージャ３００が関与する。
【０２１８】
　まず、ステップＳ１００２で、周波数マネージャ３００は、イベントの発生を認識する
。
【０２１９】
　次いで、ステップＳ１００４で、周波数マネージャ３００は、メジャメント情報取得処
理を行う。
【０２２０】
　次に、ステップＳ１００６で、周波数マネージャ３００は、スモールセルクラスタにお
いて利用すべき周波数リソースの決定を行う。
【０２２１】
　次いで、ステップＳ１００８で、周波数マネージャ３００は、スモールセルクラスタに
割り当てる周波数を示す情報を含む周波数設定通知を、クラスタヘッドのスモールセル基
地局１００Ｂへ送信する。
【０２２２】
　次に、ステップＳ１０１０で、クラスタヘッドのスモールセル基地局１００Ｂは、上記
ステップＳ１００８で受信した周波数設定通知を、クラスタ内のスモールセル基地局１０
０Ａへ送信する。
【０２２３】
　そして、ステップＳ１０１２で、スモールセル基地局１００Ａは、上記ステップＳ１０
１０で受信した周波数設定通知で指定された周波数を、利用する周波数として設定する。
なお、クラスタヘッドの基地局１００Ｂも、上記ステップＳ１００８で受信した周波数設
定通知で指定された周波数を、利用する周波数として設定してもよい。
【０２２４】
　なお、本シーケンスは、シナリオ３、１＋２ａ／２ｂ及び３´において実行され得る。
【０２２５】
　　（処理例３）
　図２９は、本実施形態に係る無線通信システム１において実行される周波数設定処理の
流れの一例を示すシーケンス図である。図２９に示すように、本シーケンスには、移動型
基地局１００Ａ、マクロセル基地局１００Ｂ、及び周波数マネージャ３００が関与する。
【０２２６】
　まず、ステップＳ１１０２で、周波数マネージャ３００は、イベントの発生を認識する
。
【０２２７】
　次いで、ステップＳ１１０４で、周波数マネージャ３００は、メジャメント情報取得処
理を行う。
【０２２８】
　次に、ステップＳ１１０６で、周波数マネージャ３００は、移動型基地局１００Ａにお
いて利用すべき周波数リソースの決定を行う。
【０２２９】
　次いで、ステップＳ１１０８で、周波数マネージャ３００は、移動型基地局１００Ａに
割り当てる周波数を示す情報を含む周波数設定通知を、マクロセル基地局１００Ｂへ送信
する。
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【０２３０】
　次に、ステップＳ１１１０で、マクロセル基地局１００Ｂは、上記ステップＳ１１０８
で受信した周波数設定通知を、移動型基地局１００Ａへ送信する。
【０２３１】
　そして、ステップＳ１１１２で、移動型基地局１００Ａは、上記ステップＳ１１１０で
受信した周波数設定通知で指定された周波数を、利用する周波数として設定する。
【０２３２】
　なお、本シーケンスは、シナリオ１＋２ａ／２ｂにおいて実行され得る。
【０２３３】
　＜４．応用例＞
　本開示に係る技術は、様々な製品へ応用可能である。例えば、周波数マネージャ３００
は、タワーサーバ、ラックサーバ、又はブレードサーバなどのいずれかの種類のサーバと
して実現されてもよい。また、周波数マネージャ３００は、サーバに搭載される制御モジ
ュール（例えば、１つのダイで構成される集積回路モジュール、又はブレードサーバのス
ロットに挿入されるカード若しくはブレード）であってもよい。
【０２３４】
　また、例えば、基地局１００は、マクロｅＮＢ又はスモールｅＮＢなどのいずれかの種
類のｅＮＢ（evolved　Node　B）として実現されてもよい。スモールｅＮＢは、ピコｅＮ
Ｂ、マイクロｅＮＢ又はホーム（フェムト）ｅＮＢなどの、マクロセルよりも小さいセル
をカバーするｅＮＢであってよい。その代わりに、基地局１００は、ＮｏｄｅＢ又はＢＴ
Ｓ（Base　Transceiver　Station）などの他の種類の基地局として実現されてもよい。基
地局１００は、無線通信を制御する本体（基地局装置ともいう）と、本体とは別の場所に
配置される１つ以上のＲＲＨ（Remote　Radio　Head）とを含んでもよい。また、後述す
る様々な種類の端末が一時的に又は半永続的に基地局機能を実行することにより、基地局
１００として動作してもよい。
【０２３５】
　また、例えば、ユーザ端末２００は、スマートフォン、タブレットＰＣ（Personal　Co
mputer）、ノートＰＣ、携帯型ゲーム端末、携帯型／ドングル型のモバイルルータ若しく
はデジタルカメラなどのモバイル端末、又はカーナビゲーション装置などの車載端末とし
て実現されてもよい。また、ユーザ端末２００は、Ｍ２Ｍ（Machine　To　Machine）通信
を行う端末（ＭＴＣ（Machine　Type　Communication）端末ともいう）として実現されて
もよい。さらに、ユーザ端末２００は、これら端末に搭載される無線通信モジュール（例
えば、１つのダイで構成される集積回路モジュール）であってもよい。
【０２３６】
　　［４－１．周波数マネージャに関する応用例］
　図３０は、本開示に係る技術が適用され得るサーバ７００の概略的な構成の一例を示す
ブロック図である。サーバ７００は、プロセッサ７０１、メモリ７０２、ストレージ７０
３、ネットワークインタフェース７０４及びバス７０６を備える。
【０２３７】
　プロセッサ７０１は、例えばＣＰＵ（Central　Processing　Unit）又はＤＳＰ（Digit
al　Signal　Processor）であってよく、サーバ７００の各種機能を制御する。メモリ７
０２は、ＲＡＭ（Random　Access　Memory）及びＲＯＭ（Read　Only　Memory）を含み、
プロセッサ７０１により実行されるプログラム及びデータを記憶する。ストレージ７０３
は、半導体メモリ又はハードディスクなどの記憶媒体を含み得る。
【０２３８】
　ネットワークインタフェース７０４は、サーバ７００を有線通信ネットワーク７０５に
接続するための有線通信インタフェースである。有線通信ネットワーク７０５は、ＥＰＣ
（Evolved　Packet　Core）などのコアネットワークであってもよく、又はインターネッ
トなどのＰＤＮ（Packet　Data　Network）であってもよい。
【０２３９】
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　バス７０６は、プロセッサ７０１、メモリ７０２、ストレージ７０３及びネットワーク
インタフェース７０４を互いに接続する。バス７０６は、速度の異なる２つ以上のバス（
例えば、高速バス及び低速バス）を含んでもよい。
【０２４０】
　図３０に示したサーバ７００は、周波数マネージャ３００として動作し得る。この場合
、例えば図１６を用いて説明した通信部３１０、記憶部３２０及び制御部３３０は、プロ
セッサ７０１において実装されてもよい。
【０２４１】
　　［４－２．基地局に関する応用例］
　　　（第１の応用例）
　図３１は、本開示に係る技術が適用され得るｅＮＢの概略的な構成の第１の例を示すブ
ロック図である。ｅＮＢ８００は、１つ以上のアンテナ８１０、及び基地局装置８２０を
有する。各アンテナ８１０及び基地局装置８２０は、ＲＦケーブルを介して互いに接続さ
れ得る。
【０２４２】
　アンテナ８１０の各々は、単一の又は複数のアンテナ素子（例えば、ＭＩＭＯアンテナ
を構成する複数のアンテナ素子）を有し、基地局装置８２０による無線信号の送受信のた
めに使用される。ｅＮＢ８００は、図３１に示したように複数のアンテナ８１０を有し、
複数のアンテナ８１０は、例えばｅＮＢ８００が使用する複数の周波数帯域にそれぞれ対
応してもよい。なお、図３１にはｅＮＢ８００が複数のアンテナ８１０を有する例を示し
たが、ｅＮＢ８００は単一のアンテナ８１０を有してもよい。
【０２４３】
　基地局装置８２０は、コントローラ８２１、メモリ８２２、ネットワークインタフェー
ス８２３及び無線通信インタフェース８２５を備える。
【０２４４】
　コントローラ８２１は、例えばＣＰＵ又はＤＳＰであってよく、基地局装置８２０の上
位レイヤの様々な機能を動作させる。例えば、コントローラ８２１は、無線通信インタフ
ェース８２５により処理された信号内のデータからデータパケットを生成し、生成したパ
ケットをネットワークインタフェース８２３を介して転送する。コントローラ８２１は、
複数のベースバンドプロセッサからのデータをバンドリングすることによりバンドルドパ
ケットを生成し、生成したバンドルドパケットを転送してもよい。また、コントローラ８
２１は、無線リソース管理（Radio　Resource　Control）、無線ベアラ制御（Radio　Bea
rer　Control）、移動性管理（Mobility　Management）、流入制御（Admission　Control
）又はスケジューリング（Scheduling）などの制御を実行する論理的な機能を有してもよ
い。また、当該制御は、周辺のｅＮＢ又はコアネットワークノードと連携して実行されて
もよい。メモリ８２２は、ＲＡＭ及びＲＯＭを含み、コントローラ８２１により実行され
るプログラム、及び様々な制御データ（例えば、端末リスト、送信電力データ及びスケジ
ューリングデータなど）を記憶する。
【０２４５】
　ネットワークインタフェース８２３は、基地局装置８２０をコアネットワーク８２４に
接続するための通信インタフェースである。コントローラ８２１は、ネットワークインタ
フェース８２３を介して、コアネットワークノード又は他のｅＮＢと通信してもよい。そ
の場合に、ｅＮＢ８００と、コアネットワークノード又は他のｅＮＢとは、論理的なイン
タフェース（例えば、Ｓ１インタフェース又はＸ２インタフェース）により互いに接続さ
れてもよい。ネットワークインタフェース８２３は、有線通信インタフェースであっても
よく、又は無線バックホールのための無線通信インタフェースであってもよい。ネットワ
ークインタフェース８２３が無線通信インタフェースである場合、ネットワークインタフ
ェース８２３は、無線通信インタフェース８２５により使用される周波数帯域よりもより
高い周波数帯域を無線通信に使用してもよい。
【０２４６】
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　無線通信インタフェース８２５は、ＬＴＥ（Long　Term　Evolution）又はＬＴＥ－Ａ
ｄｖａｎｃｅｄなどのいずれかのセルラー通信方式をサポートし、アンテナ８１０を介し
て、ｅＮＢ８００のセル内に位置する端末に無線接続を提供する。無線通信インタフェー
ス８２５は、典型的には、ベースバンド（ＢＢ）プロセッサ８２６及びＲＦ回路８２７な
どを含み得る。ＢＢプロセッサ８２６は、例えば、符号化／復号、変調／復調及び多重化
／逆多重化などを行なってよく、各レイヤ（例えば、Ｌ１、ＭＡＣ（Medium　Access　Co
ntrol）、ＲＬＣ（Radio　Link　Control）及びＰＤＣＰ（Packet　Data　Convergence　
Protocol））の様々な信号処理を実行する。ＢＢプロセッサ８２６は、コントローラ８２
１の代わりに、上述した論理的な機能の一部又は全部を有してもよい。ＢＢプロセッサ８
２６は、通信制御プログラムを記憶するメモリ、当該プログラムを実行するプロセッサ及
び関連する回路を含むモジュールであってもよく、ＢＢプロセッサ８２６の機能は、上記
プログラムのアップデートにより変更可能であってもよい。また、上記モジュールは、基
地局装置８２０のスロットに挿入されるカード若しくはブレードであってもよく、又は上
記カード若しくは上記ブレードに搭載されるチップであってもよい。一方、ＲＦ回路８２
７は、ミキサ、フィルタ及びアンプなどを含んでもよく、アンテナ８１０を介して無線信
号を送受信する。
【０２４７】
　無線通信インタフェース８２５は、図３１に示したように複数のＢＢプロセッサ８２６
を含み、複数のＢＢプロセッサ８２６は、例えばｅＮＢ８００が使用する複数の周波数帯
域にそれぞれ対応してもよい。また、無線通信インタフェース８２５は、図３１に示した
ように複数のＲＦ回路８２７を含み、複数のＲＦ回路８２７は、例えば複数のアンテナ素
子にそれぞれ対応してもよい。なお、図３１には無線通信インタフェース８２５が複数の
ＢＢプロセッサ８２６及び複数のＲＦ回路８２７を含む例を示したが、無線通信インタフ
ェース８２５は単一のＢＢプロセッサ８２６又は単一のＲＦ回路８２７を含んでもよい。
【０２４８】
　　　（第２の応用例）
　図３２は、本開示に係る技術が適用され得るｅＮＢの概略的な構成の第２の例を示すブ
ロック図である。ｅＮＢ８３０は、１つ以上のアンテナ８４０、基地局装置８５０、及び
ＲＲＨ８６０を有する。各アンテナ８４０及びＲＲＨ８６０は、ＲＦケーブルを介して互
いに接続され得る。また、基地局装置８５０及びＲＲＨ８６０は、光ファイバケーブルな
どの高速回線で互いに接続され得る。
【０２４９】
　アンテナ８４０の各々は、単一の又は複数のアンテナ素子（例えば、ＭＩＭＯアンテナ
を構成する複数のアンテナ素子）を有し、ＲＲＨ８６０による無線信号の送受信のために
使用される。ｅＮＢ８３０は、図３２に示したように複数のアンテナ８４０を有し、複数
のアンテナ８４０は、例えばｅＮＢ８３０が使用する複数の周波数帯域にそれぞれ対応し
てもよい。なお、図３２にはｅＮＢ８３０が複数のアンテナ８４０を有する例を示したが
、ｅＮＢ８３０は単一のアンテナ８４０を有してもよい。
【０２５０】
　基地局装置８５０は、コントローラ８５１、メモリ８５２、ネットワークインタフェー
ス８５３、無線通信インタフェース８５５及び接続インタフェース８５７を備える。コン
トローラ８５１、メモリ８５２及びネットワークインタフェース８５３は、図３１を参照
して説明したコントローラ８２１、メモリ８２２及びネットワークインタフェース８２３
と同様のものである。
【０２５１】
　無線通信インタフェース８５５は、ＬＴＥ又はＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄなどのいずれ
かのセルラー通信方式をサポートし、ＲＲＨ８６０及びアンテナ８４０を介して、ＲＲＨ
８６０に対応するセクタ内に位置する端末に無線接続を提供する。無線通信インタフェー
ス８５５は、典型的には、ＢＢプロセッサ８５６などを含み得る。ＢＢプロセッサ８５６
は、接続インタフェース８５７を介してＲＲＨ８６０のＲＦ回路８６４と接続されること
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を除き、図３１を参照して説明したＢＢプロセッサ８２６と同様のものである。無線通信
インタフェース８５５は、図３２に示したように複数のＢＢプロセッサ８５６を含み、複
数のＢＢプロセッサ８５６は、例えばｅＮＢ８３０が使用する複数の周波数帯域にそれぞ
れ対応してもよい。なお、図３２には無線通信インタフェース８５５が複数のＢＢプロセ
ッサ８５６を含む例を示したが、無線通信インタフェース８５５は単一のＢＢプロセッサ
８５６を含んでもよい。
【０２５２】
　接続インタフェース８５７は、基地局装置８５０（無線通信インタフェース８５５）を
ＲＲＨ８６０と接続するためのインタフェースである。接続インタフェース８５７は、基
地局装置８５０（無線通信インタフェース８５５）とＲＲＨ８６０とを接続する上記高速
回線での通信のための通信モジュールであってもよい。
【０２５３】
　また、ＲＲＨ８６０は、接続インタフェース８６１及び無線通信インタフェース８６３
を備える。
【０２５４】
　接続インタフェース８６１は、ＲＲＨ８６０（無線通信インタフェース８６３）を基地
局装置８５０と接続するためのインタフェースである。接続インタフェース８６１は、上
記高速回線での通信のための通信モジュールであってもよい。
【０２５５】
　無線通信インタフェース８６３は、アンテナ８４０を介して無線信号を送受信する。無
線通信インタフェース８６３は、典型的には、ＲＦ回路８６４などを含み得る。ＲＦ回路
８６４は、ミキサ、フィルタ及びアンプなどを含んでもよく、アンテナ８４０を介して無
線信号を送受信する。無線通信インタフェース８６３は、図３２に示したように複数のＲ
Ｆ回路８６４を含み、複数のＲＦ回路８６４は、例えば複数のアンテナ素子にそれぞれ対
応してもよい。なお、図３２には無線通信インタフェース８６３が複数のＲＦ回路８６４
を含む例を示したが、無線通信インタフェース８６３は単一のＲＦ回路８６４を含んでも
よい。
【０２５６】
　図３１及び図３２に示したｅＮＢ８００及びｅＮＢ８３０は、基地局１００として動作
し得る。この場合、例えば図１４を用いて説明した無線通信部１１０、通信部１２０、記
憶部１３０及び制御部１４０は、無線通信インタフェース８２５並びに無線通信インタフ
ェース８５５及び／又は無線通信インタフェース８６３において実装されてもよい。また
、これら機能の少なくとも一部は、コントローラ８２１及びコントローラ８５１において
実装されてもよい。
【０２５７】
　　［４－３．ユーザ端末に関する応用例］
　　　（第１の応用例）
　図３３は、本開示に係る技術が適用され得るスマートフォン９００の概略的な構成の一
例を示すブロック図である。スマートフォン９００は、プロセッサ９０１、メモリ９０２
、ストレージ９０３、外部接続インタフェース９０４、カメラ９０６、センサ９０７、マ
イクロフォン９０８、入力デバイス９０９、表示デバイス９１０、スピーカ９１１、無線
通信インタフェース９１２、１つ以上のアンテナスイッチ９１５、１つ以上のアンテナ９
１６、バス９１７、バッテリー９１８及び補助コントローラ９１９を備える。
【０２５８】
　プロセッサ９０１は、例えばＣＰＵ又はＳｏＣ（System　on　Chip）であってよく、ス
マートフォン９００のアプリケーションレイヤ及びその他のレイヤの機能を制御する。メ
モリ９０２は、ＲＡＭ及びＲＯＭを含み、プロセッサ９０１により実行されるプログラム
及びデータを記憶する。ストレージ９０３は、半導体メモリ又はハードディスクなどの記
憶媒体を含み得る。外部接続インタフェース９０４は、メモリーカード又はＵＳＢ（Univ
ersal　Serial　Bus）デバイスなどの外付けデバイスをスマートフォン９００へ接続する



(34) JP 6601408 B2 2019.11.6

10

20

30

40

50

ためのインタフェースである。
【０２５９】
　カメラ９０６は、例えば、ＣＣＤ（Charge　Coupled　Device）又はＣＭＯＳ（Complem
entary　Metal　Oxide　Semiconductor）などの撮像素子を有し、撮像画像を生成する。
センサ９０７は、例えば、測位センサ、ジャイロセンサ、地磁気センサ及び加速度センサ
などのセンサ群を含み得る。マイクロフォン９０８は、スマートフォン９００へ入力され
る音声を音声信号へ変換する。入力デバイス９０９は、例えば、表示デバイス９１０の画
面上へのタッチを検出するタッチセンサ、キーパッド、キーボード、ボタン又はスイッチ
などを含み、ユーザからの操作又は情報入力を受け付ける。表示デバイス９１０は、液晶
ディスプレイ（ＬＣＤ）又は有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイなどの画面を
有し、スマートフォン９００の出力画像を表示する。スピーカ９１１は、スマートフォン
９００から出力される音声信号を音声に変換する。
【０２６０】
　無線通信インタフェース９１２は、ＬＴＥ又はＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄなどのいずれ
かのセルラー通信方式をサポートし、無線通信を実行する。無線通信インタフェース９１
２は、典型的には、ＢＢプロセッサ９１３及びＲＦ回路９１４などを含み得る。ＢＢプロ
セッサ９１３は、例えば、符号化／復号、変調／復調及び多重化／逆多重化などを行なっ
てよく、無線通信のための様々な信号処理を実行する。一方、ＲＦ回路９１４は、ミキサ
、フィルタ及びアンプなどを含んでもよく、アンテナ９１６を介して無線信号を送受信す
る。無線通信インタフェース９１２は、ＢＢプロセッサ９１３及びＲＦ回路９１４を集積
したワンチップのモジュールであってもよい。無線通信インタフェース９１２は、図３３
に示したように複数のＢＢプロセッサ９１３及び複数のＲＦ回路９１４を含んでもよい。
なお、図３３には無線通信インタフェース９１２が複数のＢＢプロセッサ９１３及び複数
のＲＦ回路９１４を含む例を示したが、無線通信インタフェース９１２は単一のＢＢプロ
セッサ９１３又は単一のＲＦ回路９１４を含んでもよい。
【０２６１】
　さらに、無線通信インタフェース９１２は、セルラー通信方式に加えて、近距離無線通
信方式、近接無線通信方式又は無線ＬＡＮ（Local　Area　Network）方式などの他の種類
の無線通信方式をサポートしてもよく、その場合に、無線通信方式ごとのＢＢプロセッサ
９１３及びＲＦ回路９１４を含んでもよい。
【０２６２】
　アンテナスイッチ９１５の各々は、無線通信インタフェース９１２に含まれる複数の回
路（例えば、異なる無線通信方式のための回路）の間でアンテナ９１６の接続先を切り替
える。
【０２６３】
　アンテナ９１６の各々は、単一の又は複数のアンテナ素子（例えば、ＭＩＭＯアンテナ
を構成する複数のアンテナ素子）を有し、無線通信インタフェース９１２による無線信号
の送受信のために使用される。スマートフォン９００は、図３３に示したように複数のア
ンテナ９１６を有してもよい。なお、図３３にはスマートフォン９００が複数のアンテナ
９１６を有する例を示したが、スマートフォン９００は単一のアンテナ９１６を有しても
よい。
【０２６４】
　さらに、スマートフォン９００は、無線通信方式ごとにアンテナ９１６を備えてもよい
。その場合に、アンテナスイッチ９１５は、スマートフォン９００の構成から省略されて
もよい。
【０２６５】
　バス９１７は、プロセッサ９０１、メモリ９０２、ストレージ９０３、外部接続インタ
フェース９０４、カメラ９０６、センサ９０７、マイクロフォン９０８、入力デバイス９
０９、表示デバイス９１０、スピーカ９１１、無線通信インタフェース９１２及び補助コ
ントローラ９１９を互いに接続する。バッテリー９１８は、図中に破線で部分的に示した



(35) JP 6601408 B2 2019.11.6

10

20

30

40

50

給電ラインを介して、図３３に示したスマートフォン９００の各ブロックへ電力を供給す
る。補助コントローラ９１９は、例えば、スリープモードにおいて、スマートフォン９０
０の必要最低限の機能を動作させる。
【０２６６】
　図３３に示したスマートフォン９００は、ユーザ端末２００として動作し得る。この場
合、例えば図１５を用いて説明した無線通信部２１０、記憶部２２０及び制御部２３０は
、無線通信インタフェース９１２において実装されてもよい。また、これら機能の少なく
とも一部は、プロセッサ９０１又は補助コントローラ９１９において実装されてもよい。
【０２６７】
　　　（第２の応用例）
　図３４は、本開示に係る技術が適用され得るカーナビゲーション装置９２０の概略的な
構成の一例を示すブロック図である。カーナビゲーション装置９２０は、プロセッサ９２
１、メモリ９２２、ＧＰＳ（Global　Positioning　System）モジュール９２４、センサ
９２５、データインタフェース９２６、コンテンツプレーヤ９２７、記憶媒体インタフェ
ース９２８、入力デバイス９２９、表示デバイス９３０、スピーカ９３１、無線通信イン
タフェース９３３、１つ以上のアンテナスイッチ９３６、１つ以上のアンテナ９３７及び
バッテリー９３８を備える。
【０２６８】
　プロセッサ９２１は、例えばＣＰＵ又はＳｏＣであってよく、カーナビゲーション装置
９２０のナビゲーション機能及びその他の機能を制御する。メモリ９２２は、ＲＡＭ及び
ＲＯＭを含み、プロセッサ９２１により実行されるプログラム及びデータを記憶する。
【０２６９】
　ＧＰＳモジュール９２４は、ＧＰＳ衛星から受信されるＧＰＳ信号を用いて、カーナビ
ゲーション装置９２０の位置（例えば、緯度、経度及び高度）を測定する。センサ９２５
は、例えば、ジャイロセンサ、地磁気センサ及び気圧センサなどのセンサ群を含み得る。
データインタフェース９２６は、例えば、図示しない端子を介して車載ネットワーク９４
１に接続され、車速データなどの車両側で生成されるデータを取得する。
【０２７０】
　コンテンツプレーヤ９２７は、記憶媒体インタフェース９２８に挿入される記憶媒体（
例えば、ＣＤ又はＤＶＤ）に記憶されているコンテンツを再生する。入力デバイス９２９
は、例えば、表示デバイス９３０の画面上へのタッチを検出するタッチセンサ、ボタン又
はスイッチなどを含み、ユーザからの操作又は情報入力を受け付ける。表示デバイス９３
０は、ＬＣＤ又はＯＬＥＤディスプレイなどの画面を有し、ナビゲーション機能又は再生
されるコンテンツの画像を表示する。スピーカ９３１は、ナビゲーション機能又は再生さ
れるコンテンツの音声を出力する。
【０２７１】
　無線通信インタフェース９３３は、ＬＴＥ又はＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄなどのいずれ
かのセルラー通信方式をサポートし、無線通信を実行する。無線通信インタフェース９３
３は、典型的には、ＢＢプロセッサ９３４及びＲＦ回路９３５などを含み得る。ＢＢプロ
セッサ９３４は、例えば、符号化／復号、変調／復調及び多重化／逆多重化などを行なっ
てよく、無線通信のための様々な信号処理を実行する。一方、ＲＦ回路９３５は、ミキサ
、フィルタ及びアンプなどを含んでもよく、アンテナ９３７を介して無線信号を送受信す
る。無線通信インタフェース９３３は、ＢＢプロセッサ９３４及びＲＦ回路９３５を集積
したワンチップのモジュールであってもよい。無線通信インタフェース９３３は、図３４
に示したように複数のＢＢプロセッサ９３４及び複数のＲＦ回路９３５を含んでもよい。
なお、図３４には無線通信インタフェース９３３が複数のＢＢプロセッサ９３４及び複数
のＲＦ回路９３５を含む例を示したが、無線通信インタフェース９３３は単一のＢＢプロ
セッサ９３４又は単一のＲＦ回路９３５を含んでもよい。
【０２７２】
　さらに、無線通信インタフェース９３３は、セルラー通信方式に加えて、近距離無線通
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信方式、近接無線通信方式又は無線ＬＡＮ方式などの他の種類の無線通信方式をサポート
してもよく、その場合に、無線通信方式ごとのＢＢプロセッサ９３４及びＲＦ回路９３５
を含んでもよい。
【０２７３】
　アンテナスイッチ９３６の各々は、無線通信インタフェース９３３に含まれる複数の回
路（例えば、異なる無線通信方式のための回路）の間でアンテナ９３７の接続先を切り替
える。
【０２７４】
　アンテナ９３７の各々は、単一の又は複数のアンテナ素子（例えば、ＭＩＭＯアンテナ
を構成する複数のアンテナ素子）を有し、無線通信インタフェース９３３による無線信号
の送受信のために使用される。カーナビゲーション装置９２０は、図３４に示したように
複数のアンテナ９３７を有してもよい。なお、図３４にはカーナビゲーション装置９２０
が複数のアンテナ９３７を有する例を示したが、カーナビゲーション装置９２０は単一の
アンテナ９３７を有してもよい。
【０２７５】
　さらに、カーナビゲーション装置９２０は、無線通信方式ごとにアンテナ９３７を備え
てもよい。その場合に、アンテナスイッチ９３６は、カーナビゲーション装置９２０の構
成から省略されてもよい。
【０２７６】
　バッテリー９３８は、図中に破線で部分的に示した給電ラインを介して、図３４に示し
たカーナビゲーション装置９２０の各ブロックへ電力を供給する。また、バッテリー９３
８は、車両側から給電される電力を蓄積する。
【０２７７】
　図３４に示したカーナビゲーション装置９２０は、ユーザ端末２００として動作し得る
。この場合、例えば図１５を用いて説明した無線通信部２１０、記憶部２２０及び制御部
２３０は、無線通信インタフェース９３３において実装されてもよい。また、これら機能
の少なくとも一部は、プロセッサ９２１において実装されてもよい。
【０２７８】
　また、本開示に係る技術は、上述したカーナビゲーション装置９２０の１つ以上のブロ
ックと、車載ネットワーク９４１と、車両側モジュール９４２とを含む車載システム（又
は車両）９４０として実現されてもよい。車両側モジュール９４２は、車速、エンジン回
転数又は故障情報などの車両側データを生成し、生成したデータを車載ネットワーク９４
１へ出力する。
【０２７９】
　＜５．まとめ＞
　以上、図１～図３４を参照して、本実施形態に係る無線通信システム１について詳細に
説明した。上記説明したように、１つ以上の周波数が利用される無線通信システム１の基
地局１００と通信する周波数マネージャ３００は、イベントを設定し、設定したイベント
の発生をトリガとして基地局１００が利用する周波数を設定する。周波数マネージャ３０
０は、基地局１００が設置される地理環境や電波環境、無線通信技術の発達等に応じて任
意のイベントを設定可能である。このため、周波数マネージャ３００は、イベント設定の
要因となったこれらの事情に応じた適切なタイミングで、周波数リソースの調整を行うこ
とが可能である。また、周波数マネージャ３００は、セル間干渉等の影響を回避するよう
、基地局１００が利用する周波数を設定することが可能である。これにより、ユーザスル
ープットの向上、及び周波数利用効率の向上が実現される。
【０２８０】
　以上、添付図面を参照しながら本開示の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
開示の技術的範囲はかかる例に限定されない。本開示の技術分野における通常の知識を有
する者であれば、請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本開示の技術的
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範囲に属するものと了解される。
【０２８１】
　なお、本明細書において説明した各装置による一連の処理は、ソフトウェア、ハードウ
ェア、及びソフトウェアとハードウェアとの組合せのいずれを用いて実現されてもよい。
ソフトウェアを構成するプログラムは、例えば、各装置の内部又は外部に設けられる記憶
媒体（非一時的な媒体：non-transitory　media）に予め格納される。そして、各プログ
ラムは、例えば、コンピュータによる実行時にＲＡＭに読み込まれ、ＣＰＵなどのプロセ
ッサにより実行される。
【０２８２】
　また、本明細書においてフローチャート及びシーケンス図を用いて説明した処理は、必
ずしも図示された順序で実行されなくてもよい。いくつかの処理ステップは、並列的に実
行されてもよい。また、追加的な処理ステップが採用されてもよく、一部の処理ステップ
が省略されてもよい。
【０２８３】
　また、本明細書に記載された効果は、あくまで説明的または例示的なものであって限定
的ではない。つまり、本開示に係る技術は、上記の効果とともに、または上記の効果に代
えて、本明細書の記載から当業者には明らかな他の効果を奏しうる。
【０２８４】
　なお、以下のような構成も本開示の技術的範囲に属する。
（１）
　１つ以上の周波数が利用される無線通信システムの基地局と通信する通信部と、
　イベントを設定し、設定した前記イベントの発生をトリガとして前記基地局が利用する
周波数を設定する設定部と、
を備える通信制御装置。
（２）
　前記通信制御装置は、前記基地局が利用する周波数を変更するか否かを判定する判定部
をさらに備える、前記（１）に記載の通信制御装置。
（３）
　前記判定部は、前記無線通信システムにおける通信環境を示す情報を用いて判定する、
前記（２）に記載の通信制御装置。
（４）
　前記判定部は、前記無線通信システムにおける通信環境を示す情報のうち、セル間干渉
の影響を示す情報を用いて判定する、前記（３）に記載の通信制御装置。
（５）
　前記イベントは、前記無線通信システムに属する基地局が周波数の利用を開始又は停止
することである、前記（１）～（４）のいずれか一項に記載の通信制御装置。
（６）
　前記イベントは、予め設定された時間になることである、前記（１）～（５）のいずれ
か一項に記載の通信制御装置。
（７）
　前記イベントは、前記無線通信システムに属する端末装置が基地局化することである、
前記（１）～（６）のいずれか一項に記載の通信制御装置。
（８）
　前記イベントは、前記無線通信システムに属する端末装置によるメジャメント（inter
－frequency　measurement）に係るメジャメントレポートを取得することである、前記（
１）～（７）のいずれか一項に記載の通信制御装置。
（９）
　前記イベントは、前記無線通信システムよりも優先度が高い他の無線通信システムの保
護が十分ではないと判定されることである、前記（１）～（８）のいずれか一項に記載の
通信制御装置。
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（１０）
　前記イベントは、前記無線通信システムに含まれる１つ以上のセルから成るクラスタの
エリア内にカバレッジホールが発生することである、前記（１）～（９）のいずれか一項
に記載の通信制御装置。
（１１）
　前記通信制御装置は、前記設定部による設定のための情報を取得する取得部をさらに備
える、前記（１）～（１０）のいずれか一項に記載の通信制御装置。
（１２）
　前記取得部は、前記設定部による設定のための情報を他の通信制御装置から取得する、
前記（１１）に記載の通信制御装置。
（１３）
　前記取得部は、前記イベントの発生を示すメッセージを取得する、前記（１１）又は（
１２）に記載の通信制御装置。
（１４）
　前記取得部は、前記無線通信システムに属する装置における通信環境を示す情報を取得
する、前記（１１）～（１３）のいずれか一項に記載の通信制御装置。
（１５）
　前記通信環境を示す情報は、前記無線通信システムに属する基地局によるメジャメント
結果である、前記（１４）に記載の通信制御装置。
（１６）
　前記通信環境を示す情報は、前記無線通信システムに属する端末装置によるメジャメン
ト結果である、前記（１４）又は（１５）に記載の通信制御装置。
（１７）
　前記通信制御装置は、前記基地局が利用する周波数を変更することを示す情報を、当該
基地局と通信する端末装置へ通知する通知部をさらに備える、前記（１）～（１６）のい
ずれか一項に記載の通信制御装置。
（１８）
　前記通知部は、ＰＢＣＨ、ＰＵＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、又は専用の信号を用いて通知する
、前記（１７）に記載の通信制御装置。
（１９）
　前記通信部は、前記設定部により設定された周波数を示す情報を前記基地局へ送信する
、前記（１）～（１８）のいずれか一項に記載の通信制御装置。
（２０）
　前記設定部は、クラスタ化された複数の基地局が利用する周波数を設定する、前記（１
）～（１９）のいずれか一項に記載の通信制御装置。
（２１）
　前記設定部は、移動型基地局として動作する端末装置が利用する周波数を設定する、前
記（１）～（２０）のいずれか一項に記載の通信制御装置。
（２２）
　１つ以上の周波数を利用して端末装置と無線通信を行う無線通信部と、
　イベントを設定する通信制御装置と通信を行う通信部と、
　前記イベントの発生をトリガとして、前記通信部を介して前記通信制御装置により設定
された周波数を利用するよう前記無線通信部を制御する制御部と、
を備える基地局。
（２３）
　前記通信部は、前記基地局における通信環境を示す情報を前記通信制御装置へ送信する
、前記（２２）に記載の通信制御装置。
（２４）
　前記通信部は、前記無線通信部により受信された前記端末装置における通信環境を示す
情報を前記通信制御装置へ送信する、前記（２２）又は（２３）に記載の通信制御装置。
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（２５）
　１つ以上の周波数が利用される無線通信システムの基地局と通信する無線通信部と、
　通信制御装置により設定されたイベントが発生したことをトリガとして、前記無線通信
システムの基地局が利用する周波数を設定するために用いられる情報を、前記無線通信部
を介して前記通信制御装置へ送信するよう制御する制御部と、
を備える端末装置。
（２６）
　前記制御部は、前記無線通信部が通信する基地局において利用される周波数が変更され
る場合に、変更後の周波数により運用されるセルにハンドオーバするよう前記無線通信部
を制御する、前記（２５）に記載の通信制御装置。
（２７）
　前記制御部は、前記無線通信部が通信する基地局において利用される周波数が変更され
る場合に、他の基地局が運用するセルにハンドオーバするよう前記無線通信部を制御する
、前記（２５）に記載の通信制御装置。
（２８）
　１つ以上の周波数が利用される無線通信システムの基地局と通信制御装置により通信す
ることと、
　イベントを設定し、設定した前記イベントの発生をトリガとして前記基地局が利用する
周波数を設定することと、
を含む通信制御方法。
（２９）
　１つ以上の周波数を利用して端末装置と無線通信を行うことと、
　イベントを設定する通信制御装置と通信を行うことと、
　前記イベントの発生をトリガとして、前記通信制御装置により設定された周波数を利用
するようプロセッサにより制御することと、
を含む無線通信方法。
（３０）
　１つ以上の周波数が利用される無線通信システムの基地局と通信することと、
　通信制御装置により設定されたイベントが発生したことをトリガとして、前記無線通信
システムの基地局が利用する周波数を設定するために用いられる情報を、前記通信制御装
置へ送信するようプロセッサにより制御することと、
を含む無線通信方法。
（３１）
　コンピュータを、
　１つ以上の周波数が利用される無線通信システムの基地局と通信する通信部と、
　イベントを設定し、設定した前記イベントの発生をトリガとして前記基地局が利用する
周波数を設定する設定部と、
として機能させるためのプログラム。
（３２）
　コンピュータを、
　１つ以上の周波数を利用して端末装置と無線通信を行う無線通信部と、
　イベントを設定する通信制御装置と通信を行う通信部と、
　前記イベントの発生をトリガとして、前記通信部を介して前記通信制御装置により設定
された周波数を利用するよう前記無線通信部を制御する制御部と、
として機能させるためのプログラム。
（３３）
　コンピュータを、
　１つ以上の周波数が利用される無線通信システムの基地局と通信する無線通信部と、
　通信制御装置により設定されたイベントが発生したことをトリガとして、前記無線通信
システムの基地局が利用する周波数を設定するために用いられる情報を、前記無線通信部
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として機能させるためのプログラム。
【符号の説明】
【０２８５】
　１　　無線通信システム
　１１　　マクロセル
　１２　　スモールセル
　１３　　バックホールリンク
　１４　　スモールセルクラスタ
　１００　基地局
　１１０　　無線通信部
　１２０　　通信部
　１３０　　記憶部
　１４０　　制御部
　２００　ユーザ端末
　２１０　　無線通信部
　２２０　　記憶部
　２３０　　制御部
　３００　周波数マネージャ
　３１０　　通信部
　３２０　　記憶部
　３３０　　制御部
　３３１　　取得部
　３３３　　判定部
　３３５　　設定部
　３３７　　通知部
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